
ヒューストン日本商工会名誉会長
在ヒューストン日本国総領事

ヒューストン日本商工会会長 
Sumitomo Corporation of Americas

川上 篤樹長沼 善太郎

1… 新年のご挨拶

2~3… 理事委員記事

4~6…親春お正月特集

7…Save the Date

8~9…三水会クラブ

10…SJ 七五三写真撮影会

11…会社紹介／議事録

12…JMTX 交流会 

13…テキサスメディカル

目
次

Volume 51  No.4
January  2026

14…テキサスメディカル／日本人会

15…日本人会クリスマス会

16…ヒューストン日記

　新年あけましておめでとうございます。謹んで新春のお慶びを申し上

げます。

　平素よりヒューストン日本商工会の活動にご支援・ご協力を賜り、心

より感謝申し上げます。

　昨年を振り返りますと、米国ではトランプ新政権のもとで経済・外交

政策の転換が進みました。特に関税・規制強化等の通商政策やエネルギ

ー政策の見直しは、日本企業の事業環境にも大きな影響を与えました

が、同時に米国市場のダイナミズムや新たなビジネスチャンスも生まれ

ています。

　日本国内では、〝ＥＸＰＯ２０２５大阪・関西万博〟が盛大に開催さ

れました。日本が世界に向けてイノベーションと持続可能な社会のビジ

ョンを発信し、各国の知恵と技術が集うことで、未来志向の国際協力の

重要性を改めて認識する機会となりました。また、高市新政権が発足

し、初の女性首相として国内外の注目を集めています。社会の多様性や

新しい価値観の浸透が加速し、日本社会にも新たな活力が生まれた一年

でもありました。

　このような国内外の大きな変化の中で、日米両国は、安全保障や経済

分野での協力を深めつつ、国際情勢や両国の課題に柔軟に対応しなが

ら、より強固で持続可能なパートナーシップの構築に向けて歩みを進め

ています。

　本年の干支〝丙午（ひのえ・うま）〟は、陽（火）と馬の力強さを象

徴し、困難に立ち向かいながら新しい挑戦に踏み出す年とも言われてい

ます。２０２６年は、こうした丙午のエネルギーを受け、会員の皆様の

事業活動や生活がより充実したものとなりますよう、商工会としても情

報発信や会員様同士の交流の場づくり、そして地域社会との連携に一層

力を入れて参る所存です。

　最後になりましたが、会員の皆様、ご家族の皆様にとって２０２６年

が健康で実り多き一年となりますよう心よりお祈り申し上げます。

　令和八年　正月吉日

17～18…ワンモア／知っとん

19…体にやさしい栄養

20…Houston Walker

新年新年ののご挨拶ご挨拶

20262026
　新年明けましておめでとうございます。 　
　昨年は、日米ともに大きな変化が生じた年でした。日本では、史上初
めての女性総理大臣である高市首相が誕生し、「働いて働いて働いて働
いて働いてまいります」との総理の言葉は２０２５年の流行語大賞にな
りました。米国でも第二次トランプ政権が誕生し、国内では、流行語大
賞候補となった「トランプ関税」への対処のため、官民挙げて奔走しま
した。 　
　このような中、ヒューストンはダイナミックな発展を続けており、日
本とヒューストンとの経済関係も着実に進展しています。昨年１０月、
ヒダルゴ・ハリス郡長官を団長とする貿易投資ミッションが訪日して投
資セミナーを開催した際には、未だヒューストンに拠点を有しない新規
の企業が数多く参加しました。 　
　文化面における交流も着実に進展しています。Ｊａｐａｎ Ｆｅｓｔｉ
ｖａｌの入場数は、昨年は２日間で約８万人。全米でも屈指の規模を誇
る日本紹介行事に発展しました。主催者であるヒューストン日米協会の
方々 やボランティアとして参加いただいている在留邦人の方々 に対し、
心から御礼申し上げます。 　
　ヒューストンでは、本年も、様々 な行事が数多く予定されています。
一例を述べれば、ヒューストンはＦＩＦＡワールドカップのホスト都市
の一つであり、今後の展開次第では、ヒューストンでも日本の試合が開
催されます。サッカーやラグビーのワールドカップでは、日本人の観客
は熱心に応援するとともに、試合終了後は周囲の清掃をして帰ることが
知られていますが、これは何も、日本のブランド・イメージを高めるた
めに計算して行っているわけではなく、周囲との人間関係に気を配り環
境も大事にするという日本の伝統が自ずと現れてきたものです。ワール
ドカップが無事故で開催され、日本とテキサスとの交流が一層深まるよ
う、総領事館としても全力で支援していきます。 　
　最後に、在留邦人の皆様の安全確保は、総領事館の最優先業務です。
ハリケーンや洪水などの災害時の情報提供を含め、各種の領事サービス
の一層の向上に努めて参ります。ご要望などがあれば、遠慮なくご意見
をお寄せください。 それでは、本年が皆様にとって一層素晴らしい年と
なりますよう心よりお祈り申し上げます。

　二〇二六年元旦
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米
国
ヒ
ュ
ー
ス
ト
ン
に
赴
任
し
て
八
ヶ
月
。
こ

こ
は
世
界
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
産
業
の
中
心
地
で
あ

り
、
石
油
・
ガ
ス
の
恩
恵
を
一
身
に
受
け
る
街
で

す
。
そ
れ
ゆ
え
か
、
日
々
の
生
活
に
お
い
て
脱
炭

素
や
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
（
省
エ
ネ
）
の
プ
レ
ッ
シ
ャ

ー
を
感
じ
る
場
面
は
極
め
て
少
な
い
の
が
実
情
で

す
。
私
が
暮
ら
す
ア
パ
ー
ト
メ
ン
ト
の
ご
み
処
理

一
つ
を
と
っ
て
も
、
段
ボ
ー
ル
以
外
は
分
別
廃
棄

を
求
め
ら
れ
て
お
ら
ず
、
オ
フ
ィ
ス
な
ど
建
物
内

は
凍
え
る
ほ
ど
冷
房
が
効
い
て
い
ま
す
。 

し
か

し
、
こ
の
街
の
の
ど
か
な
環
境
意
識
と
は
対
照
的

に
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
点
に
立
て
ば
、
産
業
界
へ

の
風
当
た
り
は
強
ま
る
一
方
で
す
。
特
に
航
空
業

界
は
、
「
フ
ラ
イ
ト
・
シ
ェ
イ
ム
（
飛
び
恥
）
」

運
動
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、
二
酸
化
炭
素
（
Ｃ

Ｏ
２
）
排
出
の
削
減
に
対
し
て
極
め
て
厳
し
い
視

線
が
注
が
れ
て
い
ま
す
。
化
石
燃
料
に
依
存
し
た

こ
れ
ま
で
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
か
ら
の
脱
却
は
、

ま
さ
に
生
存
を
か
け
た
課
題
と
言
え
る
で
し
ょ

う
。 

国
際
民
間
航
空
機
関
（
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｏ
）
は
、

二
〇
一
九
年
の
排
出
量
を
基
準
と
し
て
、
国
際
航

空
分
野
の
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
を
削
減
し
、
二
〇
五
〇

年
ま
で
に
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
を
達
成
す
る

た
め
の
国
際
的
な
枠
組
み
（
Ｃ
Ｏ
Ｒ
Ｓ
Ｉ
Ａ
）
を

策
定
し
ま
し
た
。
日
本
も
Ｃ
Ｏ
Ｒ
Ｓ
Ｉ
Ａ
に
参
加

し
て
お
り
、
日
本
の
航
空
業
界
も
脱
炭
素
に
向
け

た
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
本
稿
で
は
、
Ａ
Ｎ
Ａ
グ
ル
ー
プ
の
脱
炭
素
化
推

進
戦
略
に
お
け
る
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
同
社
が

進
め
る
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
の
削
減
策
を
四
つ
の
観
点

か
ら
紹
介
し
、
最
後
に
テ
キ
サ
ス
州
と
の
関
わ
り

に
つ
い
て
触
れ
ま
す
。

一
．
は
じ
め
に

二
．
Ａ
Ｎ
Ａ
の
二
〇
五
〇
年

　
長
期
環
境
目
標
達
成
に

　
向
け
た
戦
略
の
概
要 

　
Ａ
Ｎ
Ａ
グ
ル
ー
プ
は
、
二
〇
五
〇
年
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
達
成
に
向
け
、
航
空
機
の
運
航
に

よ
る
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
削
減
を
主
要
な
戦
略
と
し
て

推
進
し
て
お
り
、
以
下
の
四
つ
の
観
点
を
軸
に
具

体
的
な
取
り
組
み
を
展
開
し
て
い
ま
す
。 

①
運
航
上
の
改
善
・
航
空
機
な
ど
の
技
術
革
新

②
Ｓ
Ａ
Ｆ
の
活
用
な
ど
航
空
燃
料
の
低
炭
素
化

③
排
出
権
取
引
制
度
の
活
用 

④
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
エ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
技
術

（
Ｎ
Ｅ
Ｔ
ｓ
）
の
活
用

三
．
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
削
減
に

　
向
け
た
四
つ
の
取
り
組
み 

　
航
空
機
の
ハ
ー
ド
面
と
ソ
フ
ト
面
か
ら
燃
費
効

率
を
根
本
的
に
向
上
さ
せ
、
Ｃ
Ｏ
２
排
出
原
単
位

を
削
減
す
る
取
り
組
み
で
す
（
二
〇
三
〇
年
削
減

貢
献
度
﹕
約
一
五
・
〇
％
）
。 

 

技
術
革
新
（
ハ
ー
ド
面
） 

　

 

・
燃
費
効
率
に
優
れ
た
ボ
ー
イ
ン
グ
７
８
７
型

機
や
エ
ア
バ
ス
Ａ
３
２
０
ｎ
ｅ
ｏ
シ
リ
ー
ズ
な
ど

の
最
新
鋭
機
材
を
積
極
的
に
導
入
し
、
古
い
機
材

か
ら
置
き
換
え
る
こ
と
で
、
機
材
構
造
そ
の
も
の

に
よ
る
排
出
量
を
削
減
し
ま
す
。 

 

・
グ
ル
ー
プ
全
体
の
低
燃
費
機
材
構
成
比
は
、

二
〇
二
四
年
度
末
の
八
二
・
七
％
か
ら
二
〇
三
〇

年
度
末
に
は
九
一
・
〇
％
ま
で
向
上
す
る
見
通
し

で
す
。 

 

・
サ
メ
肌
の
原
理
で
機
体
表
面
の
空
気
抵
抗
を

減
ら
す
フ
ィ
ル
ム
〝
Ａ
ｅ
ｒ
ｏ
Ｓ
Ｈ
Ａ
Ｒ
Ｋ
〟

を
、
世
界
で
初
め
て
ボ
ー
イ
ン
グ
７
７
７
型
機
の

貨
物
・
旅
客
両
方
に
導
入
し
ま
し
た
。
こ
の
新
技

術
に
よ
り
、
年
間
約
八
百
ト
ン
の
Ｃ
Ｏ
２
削
減
を

見
込
ん
で
い
ま
す
。 

 

運
航
上
の
改
善
（
ソ
フ
ト
面
） 

 

・
運
航
部
門
で
は
、
「
早
期
加
速
上
昇
」
や

「
着
陸
後
の
逆
噴
射
抑
制
」
、
「
地
上
走
行
時
の

片
側
エ
ン
ジ
ン
停
止
」
と
い
っ
た
従
来
の
操
縦
技

術
に
加
え
、
二
〇
二
四
年
度
か
ら
は
航
空
管
制
と

連
携
し
た
「
飛
行
経
路
の
短
縮
」
の
成
果
を
可
視

化
す
る
な
ど
、
多
岐
に
わ
た
る
施
策
を
徹
底
し
て

い
ま
す
。 

（
一
）
運
航
上
の
改
善
と
航
空
機
な
ど
の
技
術
革
新 



 参考

ANAグループ企業情報ー航空機の運航における取り組み　https://www.ana.co.jp/group/csr/environment/operating/

ネガティブエミッション技術について（経済産業省産業技術環境）https://www.meti.go.jp/shingikai/energy_environment/green_innovation/pdf/007_03_02.pdf

1PointFive社プレスリリース　https://www.1pointfive.com/news/ana-carbon-dioxide-removal-purchase-from-1pointfive
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（
二
）
Ｓ
Ａ
Ｆ
の
活
用
な
ど
航
空
燃
料
の
低
炭
素
化  

　
航
空
機
運
航
に
お
け
る
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
削
減
の

中
核
で
あ
り
、
最
も
大
き
な
貢
献
（
二
〇
三
〇
年

貢
献
度
﹕
約
七
〇
・
〇
％
）
を
担
う
予
定
の
戦
略

で
す
。 

 

・
Ｓ
Ａ
Ｆ
（Sustainable Aviation Fuel

）
は
、

廃
食
油
や
バ
イ
オ
マ
ス
な
ど
従
来
の
化
石
燃
料
以

外
の
原
料
か
ら
製
造
さ
れ
、
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
全

体
で
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
を
大
幅
に
削
減
で
き
ま
す
。 

 

・
Ａ
Ｎ
Ａ
は
、
国
内
外
の
製
造
企
業
や
関
連
機

関
と
連
携
し
、
国
産
Ｓ
Ａ
Ｆ
の
商
用
化
と
安
定
的

な
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
整
備
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。 

 

・
二
〇
三
〇
年
度
ま
で
に
、
使
用
す
る
航
空
燃

料
の
一
〇
・
〇
％
以
上
を
Ｓ
Ａ
Ｆ
に
置
き
換
え
る

こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。 

 

・
貨
物
代
理
店
や
荷
主
企
業
向
け
に
、
Ｓ
Ａ
Ｆ

の
環
境
価
値
を
共
有
す
る
〝SA

F Flight

Initiative

〟
を
展
開
し
、
Ｓ
Ａ
Ｆ
市
場
の
活
性
化

を
支
援
し
て
い
ま
す
。 

（
四
）
Ｃ
Ｏ
２
除
去
﹕
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
エ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
　
　
　

　
　
　
技
術
（
Ｎ
Ｅ
Ｔ
ｓ
）
の
活
用 

　

（
三
）
Ｃ
Ｏ
２
相
殺
﹕
排
出
権
取
引
制
度
（
Ｅ
Ｔ
Ｓ
）
　
　

　
　
　
の
活
用 

　
自
社
の
削
減
努
力
だ
け
で
は
達
成
が
困
難
な
排

出
量
に
つ
い
て
、
Ｅ
Ｔ
Ｓ
な
ど
の
外
部
市
場
メ
カ

ニ
ズ
ム
を
戦
略
的
に
活
用
し
て
相
殺
し
、
実
質
的

な
排
出
量
削
減
効
果
を
確
保
し
ま
す
（
二
〇
三
〇

年
削
減
貢
献
度
﹕
約
一
一
・
五
％
）
。 

 

・
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｏ
が
定
め
る
Ｃ
Ｏ
Ｒ
Ｓ
Ｉ
Ａ
適
格
ク

レ
ジ
ッ
ト
を
購
入
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
現

時
点
で
は
適
格
ク
レ
ジ
ッ
ト
が
限
定
的
で
あ
る
た

め
、
今
後
の
さ
ら
な
る
流
通
拡
大
が
鍵
と
な
り
ま

す
。 

 

・
こ
の
取
り
組
み
は
短
中
期
的
な
対
応
と
し
て

の
活
用
を
前
提
と
し
て
お
り
、
長
期
的
に
は
依
存

　
二
〇
五
〇
年
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
目
標
の

達
成
に
お
い
て
、
Ｓ
Ａ
Ｆ
導
入
や
運
航
効
率
改
善

等
に
よ
っ
て
も
削
減
し
き
れ
な
い
残
留
排
出
量
へ

の
対
応
手
段
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 

・
Ａ
Ｎ
Ａ
で
は
、
大
気
中
か
ら
Ｃ
Ｏ
２
を
直
接

回
収
し
、
貯
留
・
固
定
化
す
る
Ｄ
Ａ
Ｃ
（D
irect

A
ir 

C
apture

）
技
術
な
ど
の
Ｎ
Ｅ
Ｔ
ｓ

（N
egative Em

ission Technologies

）
を
活
用
し

ま
す
。 

 
・
二
〇
五
〇
年
度
に
は
排
出
量
の
一
〇
・
〇
％

を
Ｎ
Ｅ
Ｔ
ｓ
で
除
去
す
る
こ
と
で
実
質
ゼ
ロ
を
実

現
す
る
こ
と
を
計
画
し
て
い
ま
す
。 

 

・
二
〇
二
三
年
八
月
、
航
空
会
社
と
し
て
世
界

初
の
Ｄ
Ａ
Ｃ
由
来
炭
素
除
去
（
Ｃ
Ｄ
Ｒ
）
ク
レ
ジ

ッ
ト
調
達
契
約
を
、
米
国
企
業
１
Ｐ
ｏ
ｉ
ｎ
ｔ
Ｆ

ｉ
ｖ
ｅ
社
と
締
結
し
ま
し
た
。 

 

・
二
〇
二
五
年
か
ら
三
年
間
で
合
計
三
万
ト
ン

の
ク
レ
ジ
ッ
ト
を
調
達
す
る
予
定
で
す
が
、
こ
の

ク
レ
ジ
ッ
ト
を
裏
付
け
る
Ｄ
Ａ
Ｃ
施
設
〝
Ｓ
Ｔ
Ｒ

Ａ
Ｔ
Ｏ
Ｓ
〟
は
二
〇
二
五
年
末
現
在
も
建
設
中
で

す
。
Ｓ
Ｔ
Ｒ
Ａ
Ｔ
Ｏ
Ｓ
は
テ
キ
サ
ス
州
西
部
の
エ

ク
タ
ー
郡
に
建
設
中
で
あ
り
、
巨
大
な
フ
ァ
ン
で

空
気
を
吸
い
込
み
、
化
学
溶
液
を
使
っ
て
Ｃ
Ｏ
２

を
吸
着
・
分
離
さ
せ
ま
す
。
回
収
さ
れ
た
Ｃ
Ｏ
２

は
地
下
深
く
に
恒
久
的
に
貯
留
さ
れ
ま
す
。 

 

・
将
来
的
に
は
、
回
収
さ
れ
た
Ｃ
Ｏ
２
を
航
空

燃
料
の
原
料
と
し
て
活
用
す
る
こ
と
も
計
画
さ
れ

て
い
ま
す
。

 

～
Ａ
Ｎ
Ａ
統
合
報
告
書
二
〇
二
五
　
七
〇
頁
よ

り
抜
粋
～

し
な
い
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
実
現
を
目
指

し
て
い
ま
す
。 

四
．
終
わ
り
に

　
冒
頭
、
ヒ
ュ
ー
ス
ト
ン
で
の
個
人
レ
ベ
ル
の
生

活
で
は
脱
炭
素
や
省
エ
ネ
の
意
識
を
感
じ
る
こ
と

が
極
め
て
少
な
い
と
述
べ
ま
し
た
が
、
商
業
レ
ベ

ル
で
は
、
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
首
都
」
を
要
す
る
テ

キ
サ
ス
州
が
、
実
は
Ａ
Ｎ
Ａ
の
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー

ト
ラ
ル
を
支
え
る
鍵
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　
航
空
機
運
航
に
お
け
る
Ｃ
Ｏ
２
の
排
出
量
を
激

減
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
革
新
的
な
技
術
が
商
用

化
さ
れ
な
い
限
り
、
排
出
権
取
引
制
度
や
ネ
ガ
テ

ィ
ブ
エ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
技
術
の
活
用
は
不
可
欠
で

す
。

　
後
者
は
あ
く
ま
で
Ｃ
Ｏ
２
削
減
策
を
補
完
す
る

も
の
で
す
が
、
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
達
成
に

必
要
な
両
輪
の
１
つ
と
し
て
、
技
術
開
発
と
商
業

的
実
用
化
を
期
待
し
ま
す
。

https://www.ana.co.jp/group/csr/environment/operating/
https://www.meti.go.jp/shingikai/energy_environment/green_innovation/pdf/007_03_02.pdf
https://www.1pointfive.com/news/ana-carbon-dioxide-removal-purchase-from-1pointfive


少しだけ作る
55%

買う派
20%

食べない
17.5%

毎年作る
7.5%

Q
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の を
えてください！教教
お正月あなた新春お正月特集

アンケート結果発表
新春お正月特集
アンケート結果発表

ご出身(地方)は？

関東

45%

九州

20%

近畿

17.5%

中部 7.5%

中国 5%

北海道 2.5% 四国 2.5%

少しだけ作る

最多！

買う派

食べない

毎年作る

おせち料理は作りますか？

お正月に向けてどのような
準備をしますか？

あなたの家の
おせちの定番は？

大掃除

黒豆

年賀状・New year’s card

栗きんとん

何もしない

ヒューストンでどうやって過ごしている？

数の子 / 伊達巻 / 煮しめ（同率）

わかります…
ゆっくりしたいですよね。

…その他…
餅つき、おせち作り、正月飾りの準備、
お雑煮の準備、旅行計画を立てる

…その他…
田作り、かまぼこ、有頭エビ、昆布巻き、
紅白かまぼこ、鯛の昆布締め、棒鱈、
きんぴらごぼう、お雑煮、なます（紅白なます）、
ローストビーフ、海老、くわい、れんこん

Q

Q

Q

1

1

2

2

3

3

位

位

位

位

位

位

ご協力ありがとうございましたご協力ありがとうございました

新春お正月特集 アンケート結果発表



Volume 51  No.4  January  2026　　05

・中身汁（ブタのホルモンのすまし汁）

・赤貝の煮付け

・砂糖醤油味のお餅

・のっぺい

・煮豚

・海老を焼く

「元旦の朝ごはんはうどんを食べる伝統があります。「太く長く生きる」とのことです」「近年おせち料理より、家族の好き

なものを用意するようになってきた」「出身は静岡ですが、母が群馬の出身なので、お雑煮はしょうゆ味の透き通った黒いス

ープ。人参、ゴボウ、三つ葉のほかに、里芋が必須。鶏肉が入っています」「自身は関西生まれですが、両親は東海地方出身

のため、お雑煮はおすまし&煮た角餅で育ちました。夫の実家は白味噌&煮た丸餅なので、両方食べられるのが嬉しいです」

・紅白歌合戦を観る
・日本のテレビで除夜の鐘を聞く
・家族ボードゲーム大会
・旅先でまったり/旅行先で過ごす
・第九を聴く

Q大晦日はどうやって過ごしますか？
新春お正月特集 アンケート結果発表

年越しそばを食べる

日本の家族に電話する

カウントダウンをする

1
2
3

位

位

位

今はネットがあれば
日本の番組を
見られるので
便利になりましたね！

今はネットがあれば
日本の番組を
見られるので
便利になりましたね！

あなたの懐か
しの味

はありますか
？あなたの懐か
しの味

はありますか
？

お正月に食べる「地域の味」や「家の味」があれば教えてください。Q

出汁・関西風・白味噌・ぶりの出汁

飛び魚出汁・丸餅入り・ゆりね入り

かつお菜入り・岩のり入り・はばのり入り

etc...

我が家我が家 お雑煮お雑煮のの

バリエーションがすごい！

アメリカで手に入りにくいけど

「これだけは食べたい！」
と思うお正月料理は？

Q

栗きんとん

黒豆 ブリの照り焼き

昆布巻き

伊達巻

はば海苔

甘酒
年越しそば

ゆずの器に入った紅白なます

お雑煮

高いけど、

新鮮な

美味しい

お餅

お刺身

日本酒

は絶対食べたい

数の子

Q アメリカで
お正月を過ごすようになって

変わったことは？

お歳暮・年賀状・お年玉が無くなった

「年末年始のテレビ番組を観なくなった」「すきやきの生卵入

手が困難。低温調理器で殺菌している」「田舎の親戚から餅が

届かなくなった」「義実家にいかない」「子供達にお年玉を渡

さなくなって大ブーイング」「お年玉の増額が年齢ではなくイ

ンフレ率になった」「お屠蘇イベントはしなくなった」「日本

の文化(お正月)、家族との時間をより大切にするようになっ

た」「神社がないので初詣に行かなくなった。福袋も無し」

おせち・お雑煮など
正月料理を食べなくなった

旅行に
行くようになった

ふつうの休みと長さが変わらないので
お正月休みという気がしなくなった
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「毎年実家に帰って大人数で過ごします。年末に年越しそばの代わりに、焼きそば食べるのが我が家の恒例行事です！

お墓参りも年末に行くので、今年はリモート参加します」「元旦は洗濯しない」「子供に文化を教えるためにも、お節と年

越しそば、お雑煮、書き初めをします」「大晦日は、絶対、天ぷらそばで年越し。紅白歌合戦を見ながらご飯を食べ、カウ

ントダウンをして、日本の家族に新年の挨拶をしてから寝ます。お正月の朝は、必ずお雑煮と決まっています」「年越した

瞬間に、正座してお辞儀しながら「あけましておめでとうございます」ということ。当初ふざけてやり始めたことが習慣に

なりました」「家族で集まって食事や温泉に出かけたりしたい」「お正月は大好きな蟹をひたすら食べる」「年末に大掃除

をしなくて良いように日頃から掃除をする。年越しそばとお雑煮(もどきになる)は必ず作る。年初めに抱負を語る」「家事

は極力しない、ダラダラする」

「肉体的には、運動をして体を鍛えること。精神的には、人間関係のストレスに負けないよう平常心を保つこと」「定期的

に運動をして、体力作りに励みたい」「英語で映画を見ることを楽しむ！」「料理のレパートリーを増やしたい」「米国ら

しさを沢山感じる1年にしたい」「最近始めたピックルボールで、家族の中で一番うまくなる！」「今年よりも成長！飛躍で

きる年にする」「運動をする＆読書をする」「健康な一年にしたいです！」

お雑煮

Q お正月にまつわる（面白）エピソードがあれば教えてください

新春お正月特集 アンケート結果発表

初夢　　にいい夢を見たくて、無

理やり好きなアーティストを

夢に出した事。

昔の人は戸籍にのせる誕生日をずらすことが出来たらしく、

4人家族のうち３人の　　　　　　　　 という友達がいた。誕生日が1月1日

「子の誕生日が元旦なので、今年はケーキ屋さん空いてるのかな？と気になってます！」「結婚した息子が、クリスマスは

奥さんの実家へ、年末年始は家に来ます。理由は、「やっぱり正月は日本に限る」ということで、毎年、年越しそばとお雑

煮を食べるのを楽しみにしてくれています」「子どもたちは早起きをして紅白歌合戦を生中継で見ているので、お昼前にも

う年越し気分になって、アメリカ時間のニューイヤーズ・イブは全然雰囲気が出ません」

Qお正月にまつわる ”マイルール” や ”こだわり” があれば教えてください。

来年の抱負

みなさま
ありがとう
ございました

みなさま
ありがとう
ございました

をお願いします！Q

ダラダラする

食べ過ぎを気にしないで好きなものをたべる！

泡を飲んで乾杯！箱根駅伝を観戦に行く

を見る
年越しそば

初詣

紅白
を食べる

新しい下着をつける 「下着」だけでなく、服・コンタクト
歯ブラシなどを新調するという方も！
「下着」だけでなく、服・コンタクト
歯ブラシなどを新調するという方も！

年末は第九、年始はウィーンフィル

家族で一年の抱負を発表

減量
ダイエット

自分磨き

家内安全
健康第一 Houstonでの

暮らしを
更に楽しみたい

感謝とリスペクト
笑顔を忘れない

英語を話せる
ように頑張る

楽しく
過ごす

ハーフか
フルマラソン

に参加



Volume 51  No.4  January  2026　　07

キキ ズズッッ
ぴぴーーかかんん

古本市

（雨天19日）

ソフトボール大会

７月 日（土）

２

４

4

12
あそぼーかい

よみきかせ
1/13（火）

1/17（土）
1/23（金）

日（日）月

２

日（日）26月

ピクニック
場所・Oil Ranch

※詳細は商工会ホームページをご覧ください。
皆さまのご参加を心よりお待ちしています。

26 日（木）月 10：00～
つまみ細工で
ヘアアクセサリー作り
縫わずに簡単！
ちりめん布の「丸つまみ」で作
る、便利で大人可愛い2WAYアク
セサリー講座。 
美しく仕上げるための「ちょっ
としたコツ」を伝授します。

10：30～キッズルーム

10：00～キッズルーム
10：00～会議室

場所・The Sportsplex
at Shadow Creek
Ranch

三水会センター会議室

三水会センター会議室



三水会

クラブ

　
さ
ら
に
、
イ
タ
リ
ア
か
ら
持
ち
帰
っ
て
き
た
ば

か
り
の
、
収
穫
し
た
て
の
特
別
な
〝
Ｎ
ｏ
ｖ
ｅ
ｌ

ｌ
ｏ
〟
（
新
オ
イ
ル
）
の
香
り
を
ま
と
っ
た
パ
ン

に
目
を
輝
か
せ
る
皆
様
を
見
て
、
今
年
の
収
穫
を

真
っ
先
に
（
お
そ
ら
く
Ｔ
Ｘ
の
誰
よ
り
も
早

く
！
）
一
緒
に
楽
し
む
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
私

に
と
っ
て
も
と
て
も
幸
せ
な
ひ
と
と
き
で
あ
っ

た
。
美
味
し
い
も
の
は
、
そ
れ
だ
け
で
人
を
幸
せ

に
し
、
親
密
に
し
て
く
れ
る
。
そ
の
パ
ワ
ー
は
本

当
に
す
ご
い
。

　
と
こ
ろ
で
、
我
が
家
は
駐
在
生
活
も
長
く
な

り
、
子
ど
も
た
ち
を
親
の
都
合
で
色
々
な
と
こ
ろ

へ
連
れ
回
し
、
時
に
彼
ら
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ

は
ど
こ
に
あ
る
の
だ
ろ
う
、
と
子
育
て
を
し
な
が

ら
思
っ
た
り
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
私
は
？
と

も
。
お
そ
ら
く
、
こ
れ
を
読
ん
で
く
だ
さ
っ
て
い

る
方
々
も
、
ふ
と
そ
う
思
う
瞬
間
が
あ
る
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。

　
三
十
年
ほ
ど
前
、
私
自
身
も
駐
在
員
家
庭
の
子

女
と
し
て
イ
タ
リ
ア
に
住
ん
で
い
た
。
故
郷
と
言

え
る
ほ
ど
長
く
は
な
い
が
、
思
春
期
の
五
年
間
の

生
活
か
ら
は
少
な
か
ら
ず
影
響
を
受
け
た
と
思
う

し
、
そ
の
経
験
が
な
け
れ
ば
、
ソ
ム
リ
エ
の
資
格

を
取
り
に
ト
ス
カ
ー
ナ
ま
で
独
り
で
行
く
こ
と
は

難
し
か
っ
た
だ
ろ
う
。
今
回
、
自
分
が
育
っ
た
国

イ
タ
リ
ア
を
、
オ
リ
ー
ブ
オ
イ
ル
を
通
じ
て
、
ア

メ
リ
カ
で
日
本
の
方
々
に
伝
え
る
と
い
う
機
会
を

い
た
だ
き
、
自
分
の
人
生
も
、
興
味
も
、
人
と
の

出
会
い
も
、
何
が
ど
う
繋
が
る
か
分
か
ら
な
い
も

の
だ
と
改
め
て
感
じ
た
。
そ
し
て
、
何
か
に
興
味

を
持
っ
た
時
に
行
動
す
る
こ
と
の
大
切
さ
や
、
サ

ポ
ー
ト
し
て
く
れ
る
家
族
や
友
人
へ
の
感
謝
を
感

じ
た
。
今
す
ぐ
意
味
が
分
か
ら
な
く
て
も
、
い
つ

か
何
か
に
繋
が
る
か
ら
、
た
く
さ
ん
の
人
た
ち
と

出
会
っ
て
、
全
身
で
色
々
な
も
の
を
吸
収
す
る
の

だ
よ
、
興
味
の
あ
る
こ
と
は
何
で
も
挑
戦
す
る
ん

だ
よ
と
、
子
ど
も
た
ち
に
声
を
大
に
し
て
伝
え
た

い
。

　
さ
て
、
話
を
戻
す
と
、
今
回
一
時
間
半
で
は
と

て
も
伝
え
き
れ
な
か
っ
た
こ
と
が
山
ほ
ど
あ
り
、

紹
介
し
た
い
オ
リ
ー
ブ
オ
イ
ル
や
活
用
法
も
ま
だ

ま
だ
あ
る
。
し
か
し
、
皆
様
の
オ
リ
ー
ブ
オ
イ
ル

の
世
界
へ
の
扉
を
、
少
し
で
も
開
く
こ
と
が
で
き

た
の
で
あ
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。
今
秋
収
穫
さ
れ
た

オ
イ
ル
が
、
ヒ
ュ
ー
ス
ト
ン
で
も
そ
ろ
そ
ろ
店
頭

に
並
び
始
め
る
頃
か
と
思
う
の
で
、
ぜ
ひ
手
に
取

っ
て
、
あ
れ
こ
れ
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
れ
ば
と
思

う
。
ま
た
、
今
回
お
目
に
か
か
れ
な
か
っ
た
皆
様

と
も
、
ど
こ
か
で
一
緒
に
テ
イ
ス
テ
ィ
ン
グ
を
楽

し
む
機
会
が
あ
り
ま
す
よ
う
に
。

　
イ
タ
リ
ア
料
理
が
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
に

登
録
さ
れ
る
（
祝
！
）
そ
の
少
し
前
、
イ
タ
リ
ア

各
地
で
オ
リ
ー
ブ
の
収
穫
が
ま
さ
に
佳
境
を
迎
え

て
い
た
十
一
月
十
一
日
、
オ
リ
ー
ブ
オ
イ
ル
基
礎

講
座
を
三
水
会
ク
ラ
ブ
で
開
催
さ
せ
て
い
た
だ
い

た
。

　
〝
美
味
し
い
オ
リ
ー
ブ
オ
イ
ル
〟
と
い
う
の

は
、
一
度
知
っ
て
し
ま
う
と
元
に
戻
れ
な
い
禁
断

の
世
界
だ
と
、
個
人
的
に
は
思
っ
て
い
る
。
意
外

と
知
ら
れ
て
い
な
い
け
れ
ど
、
ワ
イ
ン
の
よ
う
に

香
り
や
味
わ
い
、
色
の
表
現
が
無
数
に
あ
り
、
比

較
し
て
み
る
と
そ
れ
ぞ
れ
ま
っ
た
く
違
う
個
性
が

あ
る
。
例
え
ば
、
オ
リ
ー
ブ
そ
の
も
の
が
持
つ
香

り
と
し
て
、
ア
ー
テ
ィ
チ
ョ
ー
ク
、
刈
り
た
て
の

芝
生
、
ト
マ
ト
、
ア
ー
モ
ン
ド
、
変
わ
っ
た
も
の

で
は
バ
ニ
ラ
な
ど
の
表
現
も
あ
る
。
そ
し
て
、
美

味
し
い
オ
リ
ー
ブ
オ
イ
ル
は
、
生
産
者
の
方
々
の

日
々
の
細
や
か
な
努
力
や
こ
だ
わ
り
、
さ
ら
に
木

そ
の
も
の
や
自
然
の
力
に
支
え
ら
れ
て
い
る
こ
と

も
、
忘
れ
て
は
い
け
な
い
。

　
今
回
の
講
座
は
、
前
半
に
美
味
し
い
オ
リ
ー
ブ

オ
イ
ル
は
ど
の
よ
う
に
出
来
る
の
か
、
ま
た
店
頭

で
ど
の
よ
う
に
美
味
し
い
オ
イ
ル
を
選
ぶ
の
か
と

い
っ
た
基
礎
講
座
を
、
そ
し
て
後
半
は
テ
イ
ス
テ

ィ
ン
グ
を
し
な
が
ら
、
高
品
質
な
オ
リ
ー
ブ
オ
イ

ル
、
と
一
概
に
言
っ
て
も
さ
ま
ざ
ま
な
バ
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
が
あ
る
こ
と
、
そ
の
中
で
自
分
の
好
み
や

食
べ
物
と
の
相
性
を
知
る
、
と
い
う
構
成
。

　
さ
す
が
、
皆
様
日
常
的
に
使
わ
れ
て
い
る
オ
イ

ル
だ
け
あ
っ
て
、
細
か
く
鋭
い
質
問
も
沢
山
。
し

か
し
何
よ
り
、
後
半
の
テ
イ
ス
テ
ィ
ン
グ
が
始
ま

る
や
否
や
、
参
加
者
の
皆
様
の
お
顔
が
ぱ
っ
と
輝

き
、
「
こ
れ
は
あ
の
香
り
？
」
「
知
っ
て
い
る
香

り
な
気
が
す
る
け
れ
ど…

…

」
と
、
真
剣
み
を
帯

び
た
か
と
思
え
ば
、
驚
き
や
笑
顔
が
あ
ふ
れ
た
。
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オリーブオイルソムリエ　平林 奈津子 
natsuko_hirabayashi@hotmail.co.jp

　
新
オ
イ
ル
の
楽
し
み
方
﹕

　
バ
ゲ
ッ
ト
を
八
ｍ
ｍ
程
度
に
ス
ラ
イ
ス
し
て
軽

く
ト
ー
ス
ト
す
る
。
焼
き
上
が
っ
た
ら
オ
リ
ー
ブ

オ
イ
ル
を
た
っ
ぷ
り
回
し
か
け
、
お
好
み
で
お
塩

を
ぱ
ら
ぱ
ら
。
温
か
い
う
ち
に
ど
う
ぞ
。



三水会

クラブ
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十
二
月
の
三
水
会
ク
ラ
ブ
に
て
、
ア
ー
ト
ワ
ー

ク
セ
ラ
ピ
ー
講
座
を
担
当
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
、

ク
エ
ス
ト
認
定
マ
ス
タ
ー
ア
ー
ト
ワ
ー
ク
セ
ラ
ピ

ス
ト
の
込
山
真
子
で
す
。
今
回
は
、
「
二
〇
二
五

年
の
私
に
贈
る
、
ご
褒
美
ア
ー
ト
」
と
い
う
テ
ー

マ
に
、
心
理
療
法
の
一
つ
で
あ
る
ア
ー
ト
セ
ラ
ピ

ー
を
ベ
ー
ス
に
し
た
ア
ー
ト
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を

開
催
し
ま
し
た
。 

　
当
日
は
「
ア
ー
ト
は
久
し
ぶ
り
」
「
ア
ー
ト
セ

ラ
ピ
ー
は
初
め
て
聞
い
た
」
と
い
う
方
が
ほ
と
ん

ど
で
し
た
の
で
、
最
初
に
ア
ー
ト
セ
ラ
ピ
ー
の
簡

単
な
説
明
を
行
い
、
画
材
や
素
材
に
慣
れ
る
た
め

の
ウ
ォ
ー
ミ
ン
グ
ア
ッ
プ
か
ら
始
め
ま
し
た
。
久

し
ぶ
り
に
触
れ
る
ク
レ
ヨ
ン
の
感
触
を
味
わ
っ
た

り
、
子
ど
も
の“

ぐ
ち
ゃ
ぐ
ち
ゃ
描
き”

の
よ
う
に

何
も
考
え
ず
手
を
動
か
し
て
み
た
り
、
普
段
は
し

な
い
動
き
を
試
し
て
み
た
り
す
る
う
ち
に
、
皆
さ

ん
の
表
情
が
徐
々
に
ほ
ぐ
れ
、
笑
顔
が
増
え
て
い

く
様
子
が
印
象
的
で
し
た
。 

　
メ
イ
ン
ワ
ー
ク
に
入
る
と
、
皆
さ
ん
一
気
に
集

中
し
、
夢
中
に
な
っ
て
ご
自
身
の
ア
ー
ト
を
創
っ

て
い
ま
し
た
。
「
自
由
に
創
作
す
る
」
「
何
も
な

い
と
こ
ろ
か
ら
生
み
出
す
」
こ
と
に
最
初
は
戸
惑

い
や
不
安
を
感
じ
て
い
た
方
も
、
い
ざ
始
め
て
み

る
と
、
数
多
く
の
様
々
な
種
類
の
素
材
の
中
か

ら
、
〝
こ
れ
だ
！
〟
と
思
う
も
の
を
選
び
取
り
思

い
思
い
の
ス
タ
イ
ル
で
制
作
を
楽
し
ん
で
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
し
た
。
テ
ー
マ
で
あ
る
「
ご
褒
美
ア
ー

ト
」
に
ち
な
み
、
自
分
が
喜
ぶ
・
心
地
よ
い
・
気

分
が
上
が
る
素
材
を
選
ん
で
組
み
合
わ
せ
た
り
、

ひ
ら
め
き
を
大
切
に
し
た
り
、
久
し
ぶ
り
に
絵
の

具
で
色
を
塗
っ
た
り
と
、
そ
れ
ぞ
れ
が
〝
自
分
だ

け
の
時
間
〟
を
過
ご
さ
れ
て
い
ま
し
た
。 

　
完
成
し
た
作
品
に
は
、
そ
の
人
ら
し
さ
や
こ
だ

わ
り
が
自
然
と
現
わ
れ
て
お
り
、
他
の
参
加
者
の

方
々
と
共
有
す
る
時
間
に
は
、
少
し
照
れ
な
が
ら

も
作
品
に
つ
い
て
語
る
皆
さ
ん
の
表
情
が
と
て
も

満
足
げ
で
、
嬉
し
そ
う
で
し
た
。
「
童
心
に
帰
っ

た
気
分
」
「
集
中
し
て
、
時
間
が
あ
っ
と
い
う
間

だ
っ
た
」
「
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
で
き
た
！
」
と
い
う

お
声
も
い
た
だ
き
、
ア
ー
ト
ワ
ー
ク
セ
ラ
ピ
ー
が

大
切
に
し
て
い
る
こ
と
を
お
伝
え
で
き
た
こ
と
を

心
か
ら
嬉
し
く
思
い
ま
す
。 

　

　
私
た
ち
は
、
仕
事
や
学
校
な
ど
の
日
常
の
中

で
、
ど
う
し
て
も
〝
暗
黙
の
正
解
〟
や
〝
基
準
〟

に
合
わ
せ
て
考
え
た
り
選
択
し
た
り
す
る
場
面
が

多
く
な
り
ま
す
。
そ
れ
自
体
は
社
会
で
生
き
て
い

く
上
で
必
要
な
こ
と
で
す
が
、
自
分
の
正
直
な
気

持
ち
や
感
覚
を
後
ろ
回
し
に
し
続
け
る
と
、
い
つ

の
ま
に
か
ス
ト
レ
ス
が
溜
ま
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
そ
の
よ
う
な
中
で
、
お
手
本
の
な
い
自
由
な
創

作
は
、
〝
自
分
ら
し
い
選
択
や
表
現
・
挑
戦
・
遊

び
心
〟
な
ど
を
取
り
戻
す
時
間
に
な
り
、
心
の
バ

ラ
ン
ス
を
整
え
る
一
つ
の
方
法
に
な
り
ま
す
。 

　
頭
が
煮
詰
ま
っ
て
き
た
と
き
、
心
の
モ
ヤ
モ
ヤ

が
解
消
さ
れ
な
い
と
き
、
「
ア
ー
ト
ワ
ー
ク
セ
ラ

ピ
ー
と
い
う
手
段
が
あ
る
」
と
い
う
こ
と
を
思
い

出
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

クエスト認定マスターアートワークセラピスト 
込山 真子

▶
子
ど
も
に
戻
っ
た
か
の
よ
う
に

　
と
っ
て
も
楽
し
そ
う
に
素
材
を
選
ぶ

　
出
席
者
の
み
な
さ
ま
。



Volume 51  No.4  January  2026　　10

シ
ョ
ー
イ
ン
グ
ジ
ャ
パ
ン
よ
り

七
五
三
写
真
撮
影
会
の
ご
報
告

　
十
一
月
十
五
日
（
土
）
、
三
水
会
セ
ン
タ
ー
に
て
毎
年

恒
例
の
七
五
三
写
真
撮
影
会
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
事

前
に
ご
予
約
い
た
だ
い
た
二
十
三
組
、
総
勢
四
十
五
名
の

ご
家
族
に
ご
参
加
い
た
だ
き
、
賑
や
か
で
華
や
か
な
一
日

と
な
り
ま
し
た
。

　
前
日
に
は
着
物
や
小
物
を
整
え
、
畳
を
敷
い
て
着
付
け

室
を
準
備
。
当
日
は
秋
晴
れ
の
空
の
下
、
赤
や
ピ
ン
ク
な

ど
色
鮮
や
か
な
着
物
を
前
に
「
こ
れ
が
い
い
か
な
」
と
迷

う
子
ど
も
た
ち
の
姿
や
、
初
め
て
の
和
装
に
少
し
緊
張
し

な
が
ら
も
、
次
第
に
笑
顔
を
見
せ
る
様
子
が
印
象
的
で
し

た
。
ヘ
ア
ス
タ
イ
リ
ス
ト
に
よ
る
髪
飾
り
を
添
え
た
華
や

か
な
ヘ
ア
セ
ッ
ト
に
、
目
を
輝
か
せ
る
お
子
様
も
多
く
、

会
場
は
和
や
か
な
雰
囲
気
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

　
撮
影
室
で
は
、
ご
家
族
揃
っ
て
和
装
で
記
念
写
真
を
残

す
場
面
も
あ
り
、
皆
さ
ま
に
と
っ
て
大
切
な
思
い
出
と
な

っ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。
時
間
帯
に
よ
っ
て
は
着
付
け
や

撮
影
で
お
待
た
せ
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
皆
さ
ま

の
ご
協
力
に
よ
り
、
無
事
に
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　
本
イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
、
日
本
文
化
の
魅
力
を
地
域
に
伝

え
、
次
世
代
へ
継
承
す
る
喜
び
を
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。

　
ご
参
加
く
だ
さ
っ
た
皆
様
、
ま
た
ご
寄
付
を
い
た
だ
い

た
方
々
に
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
次
の
撮
影
会
は
二
〇
二
六
年
二
月
二
八
日(

土)

に
「
晴

れ
着
撮
影
会
」
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
振
袖
や
女
性
袴
な

ど
卒
業
記
念
に
も
ぴ
っ
た
り
の
着
物
の
着
付
け
も
行
い
ま

す
。
な
お
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
の
人
数
の
都
合

上
、
ご
用
意
で
き
る
予
約
枠
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
ご

了
承
く
だ
さ
い
。
詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
イ
ン
ス
タ
グ

ラ
ム
に
て
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

Show
ing Japan 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
　

　
★
メ
ン
バ
ー
は
随
時
、
募
集
中
で
す
！

https://showingjapan.net/
https://www.instagram.com/showingjapanhouston/


会社紹介

Meet our new members!

　
テ
キ
サ
ス
に
来
て
七
年
に
な
り
ま
す
が
、
こ
の
州
で
は

〝
移
動
の
時
間
〟
が
生
活
の
質
に
大
き
く
影
響
す
る
こ
と
を

実
感
し
て
い
ま
す
。
広
い
空
の
下
、
ど
こ
へ
行
く
に
も
車
で

長
い
距
離
を
走
る
か
ら
こ
そ
、
そ
の
時
間
を
ど
う
過
ご
す
か

が
、
思
っ
て
い
た
以
上
に
日
々
の
余
裕
や
気
分
転
換
に
つ
な

が
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
ヒ
ュ
ー
ス
ト
ン
は
多
様
な
文
化
に
あ
ふ
れ
、
少
し
走
れ
ば

海
や
自
然
、
歴
史
あ
る
小
さ
な
町
に
も
出
会
え
る
、
日
常
の

中
に
小
さ
な
旅
が
あ
る
と
こ
ろ
で
す
。
新
し
く
来
ら
れ
る
方

に
は
、
〝
車
が
な
い
と
始
ま
ら
な
い
〟
と
い
う
点
で
不
便
に

感
じ
ら
れ
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
か
と
思
い
ま
す
が
、
テ
キ

サ
ス
ら
し
さ
の
一
つ
と
し
て
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
た
ら
と
思

い
ま
す
。

　
車
が
生
活
の
中
心
と
な
る
こ
の
土
地
で
、
安
全
で
快
適
に

走
れ
る
一
台
を
提
供
す
る
こ
と
の
大
切
さ
を
、
在
住
者
と
し

て
、
そ
し
て
車
に
携
わ
る
者
と
し
て
、
強
く
感
じ
て
い
ま

す
。

〝
車
は
買
っ
て
終
わ
り
で
は
な
く
、
そ
こ
か
ら
が
始
ま
り
で

す
。
〟

　
ジ
ェ
イ
・
オ
ー
ト
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ズ
（J. Auto

Solutions

）
は
、
日
本
語
で
〝
車
を
買
う
・
売
る
・
借
り

る
・
直
す
・
備
え
る
・
助
け
る
〟
を
す
べ
て
サ
ポ
ー
ト
し
て

い
ま
す
。

　
ア
メ
リ
カ
で
車
を
持
つ
こ
と
は
、
生
活
の
自
由
を
広
げ
る

第
一
歩
で
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、
車
選
び
や
ア
フ
タ
ー
サ
ポ
ー

ト
に
不
安
が
あ
っ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
私
は
大
学
で
自
動
車

整
備
と
機
械
工
学
を
学
び
、
そ
の
後
セ
ー
ル
ス
の
現
場
で

二
，
〇
〇
〇
台
以
上
の
お
取
引
を
通
じ
て
、
お
客
様
と
向
き

合
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
お
客
様
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
や
ご
要
望
は
一
人
ひ
と
り
異

な
り
ま
す
。
そ
の
中
で
共
通
し
て
学
ん
だ
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
そ
れ
は
、
〝
車
は
売
っ
た
瞬
間
で
は
な
く
、
そ
の
後
の

サ
ポ
ー
ト
で
本
当
の
価
値
が
決
ま
る
〟
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
ジ
ェ
イ
・
オ
ー
ト
は
、
地
域
に
根
ざ
し
た
小
さ
な
会
社
だ

か
ら
こ
そ
で
き
る
、
〝
顔
が
見
え
る
サ
ー
ビ
ス
〟
や
〝
フ
ッ

　
ヒ
ュ
ー
ス
ト
ン
で
は
、
家
族
で
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
チ
ー
ム

〝
居
酒
屋
わ
〟
に
所
属
し
、
皆
さ
ん
と
一
緒
に
ス
ポ
ー
ツ
を

楽
し
ん
で
い
ま
す
。
試
合
の
後
に
チ
ー
ム
メ
ン
バ
ー
と
語
り

合
う
時
間
も
、
私
に
と
っ
て
大
切
な
ひ
と
と
き
で
す
。

　
ま
た
、
ビ
ア
ガ
ー
デ
ン
を
巡
っ
た
り
、
地
域
の
方
々
と
交

流
す
る
場
に
参
加
す
る
の
も
好
き
で
、
ヒ
ュ
ー
ス
ト
ン
日
本

人
会
の
活
動
に
も
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
関
わ
ら
せ
て
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
日
々
の
生
活
の
中
で
、
思
い
が
け
な
い
場
所
で
皆
さ
ん
と

お
会
い
す
る
こ
と
も
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
の
際
は
、

ぜ
ひ
お
気
軽
に
声
を
か
け
て
い
た
だ
け
れ
ば
嬉
し
く
思
い
ま

す
。

Volume 51  No.4  January  2026　　11

‐J. Auto Solutions‐
ユン・ヨンジュンさん

②
ヒ
ュ
ー
ス
ト
ン
／
テ
キ
サ
ス
州
の

　
印
象
に
つ
い
て
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

ト
ワ
ー
ク
の
軽
さ
〟
が
あ
り
ま
す
。
ご
購
入
後
も
点
検
や
修

理
、
突
然
の
ト
ラ
ブ
ル
、
お
車
の
ご
売
却
ま
で
、
ず
っ
と
身

近
で
ご
相
談
い
た
だ
け
る
存
在
で
あ
り
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

 

　
私
た
ち
は
〝
単
に
車
を
売
る
セ
ー
ル
ス
マ
ン
〟
で
は
な

く
、
〝
お
客
様
の
カ
ー
ラ
イ
フ
パ
ー
ト
ナ
ー
〟
で
す
。

 

ア
メ
リ
カ
で
の
生
活
を
安
心
し
て
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
よ

う
に
、
こ
れ
か
ら
も
誠
実
に
、
そ
し
て
全
力
で
サ
ポ
ー
ト
し

て
ま
い
り
ま
す
。

①
会
社
の
業
務
内
容
等
に
つ
い
て

　
簡
単
に
ご
説
明
く
だ
さ
い
。

③
そ
の
他
、
個
人
的
な
関
心
事
（
趣
味
等
）
に

　
つ
い
て
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

日   時： 2025年12月10日（火）12:00~13:50
会   場： 三水会センター会議室
出席者： 14名（うち名誉会員1名、理事委員11名、代理0名、オブ  
             ザーバー1名、事務局長1名）
欠席者： 6名（うち会長委任6名、代理委任0名） 

＊会員消息
本日現在の会員数は、名誉会員11名、正個人会員960名（正団体会
員数：118社）、準会員58名で、総会員数は1029名となっている。
詳細については、商工会HPの 「会員専用ページ」を参照。
 

令和7年度(2025-2026) 12月 
商工会理事委員会議事録

https://www.jbahouston.org/members
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Ｊ
Ｍ
Ｔ
Ｘ
（
日
本
テ
キ
サ
ス
医
学
振
興
会
）
は
、
ヒ
ュ
ー
ス

ト
ン
を
中
心
と
し
た
ア
メ
リ
カ
在
住
邦
人
に
医
療
情
報
や
日
本
人

医
師
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
提
供
し
、
適
切
な
医
療
を
受
け
ら
れ
る
よ

う
に
す
る
こ
と
を
趣
旨
と
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。
二
〇
二
五
年

十
一
月
十
九
日
、
Ｊ
Ｍ
Ｔ
Ｘ
の
活
動
を
支
え
て
下
さ
っ
て
い
る
ス

ポ
ン
サ
ー
企
業
や
協
力
者
の
方
々
と
、
Ｊ
Ｍ
Ｔ
Ｘ
メ
ン
バ
ー
を
招

い
た
交
流
会
を
行
い
ま
し
た
。

　
開
会
に
際
し
、
三
菱
重
工
・
石
川
様
よ
り
乾
杯
の
ご
挨
拶
を
頂

き
ま
し
た
。
多
く
の
日
本
人
が
生
活
す
る
ヒ
ュ
ー
ス
ト
ン
に
お
い

て
、
医
療
は
非
常
に
重
要
な
フ
ァ
ク
タ
ー
で
あ
り
、
日
本
人
医
療

者
・
日
本
語
が
話
せ
る
医
療
者
の
存
在
が
と
て
も
大
き
い
こ
と
、

Ｊ
Ｍ
Ｔ
Ｘ
が
あ
る
こ
と
で
安
心
し
て
過
ご
す
こ
と
が
で
き
て
い
る

と
の
ス
ピ
ー
チ
を
頂
き
ま
し
た
。 

スポンサーメンバー
交流会のご報告

　
今
回
は
総
勢
四
十
六
名
の
方
が
ご
参
加
さ
れ
、
皆
様
か
ら
一
言

ず
つ
自
己
紹
介
を
頂
き
ま
し
た
。
日
本
や
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
な
ど
、

ヒ
ュ
ー
ス
ト
ン
外
か
ら
参
加
さ
れ
た
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し

た
。
ヒ
ュ
ー
ス
ト
ン
歴
が
長
い
方
・
短
い
方
、
様
々
な
バ
ッ
ク
グ

ラ
ウ
ン
ド
の
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
り
、
お
食
事
を
楽
し
み
な
が
ら
和

や
か
な
雰
囲
気
で
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　
ま
た
Ｊ
Ｍ
Ｔ
Ｘ
メ
ン
バ
ー
よ
り
今
年
の
活
動
報
告
が
あ
り
ま
し

た
。
Ｈ
Ｐ
や
ウ
ェ
ビ
ナ
ー
で
の
医
療
情
報
の
提
供
、
企
業
様
や
日

本
か
ら
の
見
学
者
の
病
院
視
察
受
け
入
れ
、
奨
学
金
制
度
に
て
若

手
日
本
医
療
者
や
外
科
専
門
医
の
育
成
な
ど
、
多
岐
に
亘
る
活
動

が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
ヒ
ュ
ー
ス
ト
ン
に
て
日
本
語
で
医

療
を
受
け
ら
れ
る
医
師
・
医
療
者
の
紹
介
も
行
わ
れ
、
何
か
あ
っ

た
時
の
備
え
と
し
て
有
用
な
情
報
提
供
が
で
き
た
の
で
は
と
思
い

ま
す
。 

　
そ
し
て
、
来
年
度
の
展
望
と
し
て
、
さ
ら
な
る
医
療
情
報
提
供

の
充
実
、
企
業
や
教
育
団
体
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
と
の
連
携
強

化
な
ど
、
皆
様
の
お
役
に
立
て
る
活
動
を
続
け
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。 

　
Ｊ
Ｍ
Ｔ
Ｘ
で
は
、
私
た
ち
の
活
動
を
支
援
し
て
下
さ
る
ス
ポ
ン

サ
ー
企
業
様
を
募
集
し
て
お
り
ま
す
。
病
院
視
察
の
対
応
、
社
員

様
の
健
康
に
つ
い
て
の
ご
相
談
な
ど
サ
ポ
ー
ト
さ
せ
て
頂
き
た
い

と
思
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
も
ご
覧
い
た
だ

き
、
お
問
い
合
わ
せ
フ
ォ
ー
ム
か
ら
ご
連
絡
頂
け
れ
ば
と
思
い
ま

す
。 

　
ま
た
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
日
本
語
の
通
じ
る
医
療
者
リ
ス
ト

や
お
す
す
め
ク
リ
ニ
ッ
ク
リ
ス
ト
、
ア
メ
リ
カ
の
市
販
薬
情
報
や

管
理
栄
養
士
に
よ
る
ヘ
ル
シ
ー
レ
シ
ピ
な
ど
、
様
々
な
情
報
提
供

を
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
！

JMTXホームページはこちら

▶
石
川
様
の
乾
杯
挨
拶
。

▶
自
己
紹
介
の
様
子
。

▶
二
〇
二
六
年
の
展
望
。

https://jm-tx.org/


このページでは医療の最前線でご活躍されているメディカルセンターの
ドクターにリレー方式でご登場いただき、健康と医療についてお話頂きます。
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私
た
ち
の
腸
に
は
、
四
〇
兆
〜
百
兆
個
も
の
細
菌

が
生
息
し
て
い
ま
す
。
重
さ
に
し
て
約
一
〜
二
キ
ロ

グ
ラ
ム
。
人
間
の
体
重
の
数
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
る

ほ
ど
で
、
も
は
や
「
も
う
ひ
と
つ
の
臓
器
」
と
言
っ

て
も
良
い
ほ
ど
で
す
。
こ
れ
ら
の
細
菌
は
「
腸
内
細

菌
叢
（
ち
ょ
う
な
い
さ
い
き
ん
そ
う
）
」
と
呼
ば

れ
、
食
べ
物
の
消
化
の
補
助
、
免
疫
の
調
整
、
病
原

体
の
排
除
な
ど
、
健
康
維
持
に
重
要
な
働
き
を
担
っ

て
い
ま
す
。
近
年
で
は
、
こ
の
腸
内
細
菌
が
が
ん
の

発
生
・
進
行
、
さ
ら
に
は
転
移
に
ま
で
関
わ
っ
て
い

る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
特
に
注
目

さ
れ
る
の
が
、
大
腸
が
ん
と
フ
ソ
バ
ク
テ
リ
ウ
ム
・

ヌ
ク
レ
ア
タ
ム
（Fusobacterium

 nucleatum

）
の
関

係
で
す
。
本
来
は
口
腔
内
の
常
在
菌
で
す
が
、
な
ぜ

か
大
腸
が
ん
組
織
内
に
〝
迷
い
込
む
〟
よ
う
に
見
つ

か
り
、
が
ん
細
胞
の
増
殖
や
免
疫
か
ら
の
逃
避
を
助

け
る
働
き
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

第252回　腸内細菌とがん転移-体の中の“もうひとつの世界”

  医師（現MD Anderson Cancer Center研究員）　福岡 宏

今月号は神邉淳先生から消化器外科がご専門の福岡宏倫先生にバトンが移りました。

　みなさま、明けましておめでとうございます。

　横浜から参りました福岡宏倫と申します。現在、The University of Texas MD

Anderson Cancer Center・James P. Allison Institute（Department of Immunology）にあ

るBullmanラボで、医師業務から離れ、研究に専念しています。

　私の研究テーマは、大腸がんの遠隔転移（肝転移・肺転移）における腸内細

菌の役割を、免疫細胞との関わりから明らかにすることです。「腸内細菌」は

近年多くのメディアでも取り上げられていますが、その内容は疾患はもとより

健康からメンタルまで多岐にわたります。今回は、研究者として日々感じてい

る腸内細菌の〝リアル〟な一面をお伝えできればと思います。

腸
内
細
菌
と
い
う
〝
も
う
ひ
と
つ
の
臓
器
〟

が
ん
と
細
菌
の
〝
共
存
関
係
〟

　
が
ん
組
織
は
、
酸
素
や
栄
養
が
乏
し
い
〝
過
酷
な

環
境
〟
で
す
。
そ
の
内
部
で
フ
ソ
バ
ク
テ
リ
ウ
ム
が

生
き
残
っ
て
い
る
と
い
う
事
実
は
、
が
ん
細
胞
と
細

菌
の
間
に
何
ら
か
の
〝
共
存
関
係
〟
が
成
立
し
て
い

る
こ
と
を
示
唆
し
ま
す
。
例
え
ば
、
細
菌
が
が
ん
細

胞
の
代
謝
を
変
え
た
り
、
免
疫
の
働
き
を
鈍
ら
せ
た

り
す
る
こ
と
で
、
が
ん
細
胞
が
生
き
延
び
や
す
い
環

境
を
作
っ
て
い
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
実
際
に
、

フ
ソ
バ
ク
テ
リ
ウ
ム
に
感
染
し
た
大
腸
が
ん
細
胞
を

マ
ウ
ス
に
移
植
す
る
と
、
肝
臓
や
肺
へ
の
転
移
が
増

え
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
腸
内

や
が
ん
組
織
に
存
在
す
る
細
菌
が
、
転
移
と
い
う

〝
が
ん
の
旅
立
ち
〟
を
後
押
し
し
て
い
る
可
能
性
が

あ
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
と
考
え
て
い
ま
す
。 

腸
内
細
菌
叢
の
〝
個
性
〟
と
研
究
の
難
し
さ

　
腸
内
細
菌
研
究
の
難
し
さ
は
、
人
に
よ
っ
て
腸
内

細
菌
叢
が
大
き
く
異
な
る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。
そ
の

構
成
は
指
紋
の
よ
う
に
個
人
差
が
あ
り
、
さ
ら
に
年

齢
・
食
事
・
ス
ト
レ
ス
・
抗
生
物
質
の
使
用
な
ど
で

日
々
変
化
し
ま
す
。
同
じ
人
で
も
朝
と
夜
で
細
菌
の

割
合
が
変
わ
る
ほ
ど
で
す
。
つ
ま
り
腸
内
細
菌
叢

は
、
「
一
枚
の
写
真
」
で
は
な
く
、
「
常
に
変
化
す

る
動 

画
」
に
近
い
存
在
で
す
。
そ
の
た
め
、
本
来
で

あ
れ
ば
腸
内
細
菌
叢
と
が
ん
の
関
連
を
調
べ
る
に
は

時
系
列
で
の
大
量
デ
ー
タ
が
必
要
で
す
が
、
継
続
的

に
サ
ン
プ
ル
を
採
取
す
る
こ
と
は
現
実
的
に
困
難
で

す
。
ま
た
、
あ
る
細
菌
が
見
つ
か
っ
た
と
し
て
も
、

そ
れ
が
「
原
因
」
な
の
か
「
結
果
」
な
の
か
を
判
断

す
る
に
は
、
さ
ら
に
細
か
な
実
験
や
解
析
が
求
め
ら

れ
ま
す
。
研
究
者
た
ち
は
今
も
、
一
つ
ひ
と
つ
証
拠

を
積
み
上
げ
な
が
ら
慎
重
に
研
究
を
進
め
て
い
ま

す
。
こ
の
複
雑
さ
こ
そ
が
、
腸
内
細
菌
研
究
の
〝
難

し
さ
〟
で
あ
り
、
同
時
に
〝
お
も
し
ろ
さ
〟
で
も
あ

り
ま
す
。

腸
内
細
菌
が
免
疫
を
操
る

　
腸
は
体
内
の
免
疫
細
胞
の
７
０
・
０
％
以
上
が
集

ま
る
「
免
疫
の
要
塞
」
で
す
。
腸
内
細
菌
は
、
そ
の

免
疫
細
胞
の
〝
教
育
係
〟
と
し
て
機
能
し
、
免
疫
の

暴
走
や
過
剰
な
鈍
化
を
防
ぐ
重
要
な
役
割
を
担
っ
て

い
ま
す
。
近
年
、
腸
内
細
菌
の
構
成
が
が
ん
免
疫
療

法
（
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
阻
害
薬
）
の
効
果
に
も
影

響
す
る
こ
と
が
分
か
っ
て
き
ま
し
た
。
特
定
の
細
菌

を
多
く
持
つ
人
ほ
ど
治
療
が
効
き
や
す
い
と
い
う
報

告
も
あ
り
、
腸
内
細
菌
が
〝
免
疫
の
調
整
役
〟
と
し

て
、
治
療
の
行
方
を
左
右
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
る

と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
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腸
内
細
菌
と
が
ん
の
関
係
は
、
ま
だ
研
究
の
端
緒

に
過
ぎ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
そ
の
小
さ
な
存
在
た
ち

は
、
私
た
ち
の
体
の
中
で
静
か
に
、
そ
し
て
確
実
に

物
語
を
紡
い
て
い
ま
す
。
が
ん
を
「
敵
」
と
し
て
だ

け
で
な
く
、
細
菌
と
の
共
生
の
中
で
理
解
し
よ
う
と

す
る
視
点
が
、
未
来
の
医
療
を
大
き
く
変
え
て
い
く

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
腸
の
中
に
は
、
ま
だ
見
ぬ
可
能

性
が
詰
ま
っ
て
い
る
と
考
え
て
お
り
、
そ
の
可
能
性

か
ら
広
が
る
未
来
を
信
じ
て
日
々
研
究
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　
次
回
は
産
婦
人
科
が
ご
専
門
の
中
北
　
麦
先
生
で

す
。
中
北
先
生
と
の
出
会
い
は
、
週
末
に
子
供
の
小

学
校
の
校
庭
で
遊
ん
で
い
た
際
に
、
お
子
さ
ん
と
一

緒
に
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
を
一
～
二
時
間
な
さ
っ
て
い

た
の
で
す
が
、
ほ
ぼ
一
歩
も
動
か
ず
に
休
み
な
し
で

さ
れ
て
い
た
の
を
目
撃
し
、
な
ん
て
熱
心
な
パ
パ
な

の
だ
、
と
思
わ
ず
お
声
が
け
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
こ

と
が
最
初
で
す
。
や
ん
わ
り
と
し
た
関
西
弁
と
共
に

何
事
に
も
熱
心
に
取
り
組
ま
れ
て
い
る
中
北
先
生
で

す
。
家
族
同
士
で
仲
良
く
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
。

 参考文献
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見
え
な
い
世
界
が
教
え
て
く
れ
る
こ
と

クリスマス会

ヒューストン日本人会主催

Merry Christmas
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食
事
が
一
段
落
し
た
と
こ
ろ
で
、
武
智
日
本
人
会
会
長
が
、
参
加
の

お
礼
と
来
年
の
抱
負
を
述
べ
た
あ
と
、
司
会
の
松
村
副
会
長
か
ら
の
エ

ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
の
ご
紹
介
へ
と
続
き
ま
し
た
。 

 

　
今
年
の
ク
リ
ス
マ
ス
会
の
エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
は
、
ア
ン
サ
ン
ブ

ル
グ
ル
ー
プ
Ｃ
Ｏ
Ｓ
Ｍ
Ｏ
Ｓ
に
よ
る
ク
リ
ス
マ
ス
ソ
ン
グ
の
コ
ー
ラ
ス

に
よ
っ
て
口
火
が
切
ら
れ
ま
し
た
。
次
に
、
指
揮
者
の
戸
田
さ
ん
が
、

予
定
し
て
い
た
オ
ペ
ラ
歌
手
が
ド
タ
キ
ャ
ン
と
な
っ
た
と
の
こ
と
で
、

替
わ
り
と
し
て
ご
自
分
の
お
仕
事
の
話
を
さ
れ
ま
し
た
。
舞
台
裏
か
ら

指
揮
の
難
し
さ
ま
で
多
岐
に
及
び
、
出
席
者
は
熱
心
に
聴
い
て
い
ま
し

た
。
そ
の
お
話
の
後
、
ピ
ア
ノ
の
演
奏
を
さ
れ
ま
し
た
。
い
つ
も
は
歌

が
メ
イ
ン
な
の
で
、
「
主
役
に
な
っ
て
は
い
け
な
い
ピ
ア
ノ
」
を
弾
い

て
い
る
戸
田
さ
ん
で
す
が
、
ソ
ロ
で
聴
く
ピ
ア
ノ
は
情
景
が
浮
か
ぶ
よ

う
な
豊
か
で
心
に
沁
み
る
音
で
し
た
。

　
二
〇
二
五
年
十
二
月
七
日
（
日
）
、
グ
レ
ー
タ
ー
ヒ
ュ
ー
ス
ト
ン
日

本
人
会
毎
年
恒
例
の
ク
リ
ス
マ
ス
会
が
、
名
門
Ｐ
ｉ
ｎ
ｅ
　
Ｆ
ｏ
ｒ
ｅ

ｓ
ｔ
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
の
大
広
間
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

　
今
年
は
、
新
し
く
メ
ン
バ
ー
に
な
ら
れ
た
方
も
多
く
、
幼
児
か
ら
ご

年
配
の
方
ま
で
、
組
織
・
世
代
を
超
え
た
六
十
名
を
超
え
る
方
々
に
ご

出
席
い
た
だ
き
ま
し
た
。
豪
華
な
装
飾
が
ク
リ
ス
マ
ス
気
分
を
盛
り
上

げ
る
会
場
で
、
ク
リ
ス
マ
ス
を
意
識
し
て
ド
レ
ス
ア
ッ
プ
し
た
方
々

が
、
和
や
か
に
挨
拶
を
交
わ
し
あ
い
、
旧
交
を
温
め
た
り
、
初
対
面
の

情
報
交
換
を
し
た
り
し
て
い
ま
し
た
。 

　
お
楽
し
み
の
料
理
は
ブ
ッ
フ
ェ
方
式
で
、
サ
ラ
ダ
、
パ
ス
タ
、
特
製

チ
キ
ン
、
サ
ー
モ
ン
が
並
び
ま
し
た
。
オ
ー
ダ
ー
オ
ム
レ
ツ
は
今
年
も

大
人
気
で
、
順
番
を
待
つ
人
の
長
い
行
列
が
で
き
ま
し
た
。
毎
年
の
目

玉
の
ロ
ー
ス
ト
ビ
ー
フ
も
大
好
評
で
、
肉
の
塊
を
切
る
係
の
人
が
汗
を

か
く
ほ
ど
で
し
た
。
ケ
ー
キ
、
ク
ッ
キ
ー
、
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
な
ど
、

デ
ザ
ー
ト
バ
ー
も
充
実
し
て
大
満
足
の
美
味
し
さ
で
し
た
。
ブ
レ
ッ
ド

プ
デ
ィ
ン
グ
の
出
来
も
上
々
で
、
初
め
て
食
べ
た
人
は
〝
何
こ
れ
、
美

味
し
い
！
〟
と
、
お
代
わ
り
を
し
て
い
ま
し
た
。 

 

　

　
ピ
ア
ノ
の
余
韻
を
か
み
し
め
つ
つ
、
次
の
古
今
亭
菊
志
ん
師
匠
の
高

座
の
た
め
に
、
椅
子
を
移
動
さ
せ
即
席
の
寄
席
を
作
り
ま
す
。
昨
年
は

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
合
わ
ず
、
来
ら
れ
な
か
っ
た
分
、
菊
志
ん
師
匠
の
落

語
は
大
喝
采
で
迎
え
ら
れ
ま
し
た
。
今
年
の
演
目
は
、
珍
し
い
「
し
ゃ

っ
く
り
政
談
」
で
し
た
。
こ
の
噺
に
は
、
性
別
・
年
齢
・
身
分
が
さ
ま

ざ
ま
な
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
登
場
し
、
独
特
の
奇
声
（
当
日
が
ギ
ャ
ー
で

し
た
）
を
連
発
す
る
の
が
特
徴
の
滑
稽
噺
で
、
演
者
に
は
強
靭
な
発
声

技
能
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
で
す
。
菊
志
ん
師
匠
は
非
常
に
う
ま
く
演
じ

ら
れ
て
い
た
と
思
い
ま
す
。
も
し
か
す
る
と
こ
れ
が
師
匠
の
自
然
の
お

姿
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
。
皆
さ
ん
の
大
き
な
笑
い
で
ク
リ
ス
マ
ス

会
を
盛
り
上
げ
て
頂
き
ま
し
た
。
感
謝
で
す
！

　
最
後
に
ラ
ッ
フ
ル
チ
ケ
ッ
ト
に
よ
る
抽
選
会
が
行
わ
れ
、
全
員
の
写

真
撮
影
を
行
い
二
〇
二
五
年
日
本
人
会
の
ク
リ
ス
マ
ス
会
は
終
了
と
な

り
ま
し
た
。 

日
本
人
会
の
新
年
最
初
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
一
月
十
七
日

（
土
）
四
時
三
十
分
か
ら
の
新
年
会
で
す
。
二
〇
二
六
年
も
様
々
な
イ

ベ
ン
ト
を
毎
月
予
定
し
て
い
ま
す
。
ま
だ
会
員
に
な
ら
れ
て
い
な
い
方

は
個
人
会
員
、
家
族
会
員
な
ど
の
種
類
も
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
ご
自
分

に
合
っ
た
形
を
お
選
び
頂
き
た
く
さ
ん
の
方
の
ご
入
会
を
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。
そ
し
て
日
本
人
会
の
イ
ベ
ン
ト
に
多
く
参
加
し
て
、
ヒ
ュ

ー
ス
ト
ン
在
住
の
良
い
思
い
出
を
作
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　 
（
ヒ
ュ
ー
ス
ト
ン
日
本
人
会
　
執
行
委
員
）

他団体便り　日本人会クリスマス会



ヒューストン日記ヒューストン日記
大屋 美菜子さん

第255回第255回

 

　
物
語
の
第
二
幕
で
は
、
主
人
公
が

お
菓
子
の
国
に
招
待
さ
れ
、
ス
ペ
イ

ン
、
ア
ラ
ビ
ア
、
中
国
、
ロ
シ
ア
、

フ
ラ
ン
ス
の
各
国
の
踊
り
が
披
露
さ

れ
る
場
面
が
あ
る
が
、
日
本
の
バ
レ

エ
団
や
バ
レ
エ
教
室
で
あ
れ
ば
、
踊

っ
て
い
る
の
は
ほ
ぼ
全
員
が
日
本
人

で
あ
り
、
バ
レ
エ
ダ
ン
サ
ー
が
国
家

公
務
員
で
あ
る
ロ
シ
ア
で
は
、
そ
の

ほ
と
ん
ど
は
ロ
シ
ア
人
だ
。
し
か

し
、
さ
す
が
ア
メ
リ
カ
、
物
語
の
設

定
以
上
に
多
様
な
人
種
の
出
演
者
が

揃
っ
て
い
る
。
そ
れ
が
、
私
に
と
っ

て
は
全
編
を
通
し
て
新
鮮
で
、
テ
キ

サ
ス
ら
し
い
く
る
み
割
り
人
形
も
良

い
な
と
思
わ
さ
れ
た
。

　
ま
た
、
惜
し
み
な
い
拍
手
か
ら
伝

わ
る
観
客
の
温
か
さ
も
テ
キ
サ
ス
ら

し
い
。
ゲ
ス
ト
の
服
装
も
ラ
フ
だ
。

ロ
シ
ア
で
は
劇
場
で
の
ド
レ
ス
コ
ー

ド
が
厳
し
か
っ
た
の
で
、
そ
れ
な
り

Volume 51  No.4  January  2026　　16

 
　
私
の
九
歳
の
娘
は
ク
ラ
シ
ッ
ク
バ
レ
エ
を
習
っ
て
い
る

が
、
先
日
、
ヒ
ュ
ー
ス
ト
ン
で
迎
え
た
三
回
目
の
冬
に
し

て
、
初
め
て
〝
く
る
み
割
り
人
形
〟
の
舞
台
に
立
っ
た
。
バ

レ
エ
に
造
詣
が
深
く
な
い
人
で
も
、
そ
の
音
楽
に
は
一
度
は

触
れ
た
こ
と
が
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
豊
か
な
音
楽

は
人
の
記
憶
を
呼
び
覚
ま
し
て
く
れ
る
も
の
だ
が
、
チ
ャ
イ

コ
フ
ス
キ
ー
の
音
楽
を
聴
く
と
、
私
は
か
つ
て
駐
在
帯
同
し

て
い
た
ロ
シ
ア
の
首
都
モ
ス
ク
ワ
の
風
景
を
思
い
出
す
。

　
ヒ
ュ
ー
ス
ト
ン
の
夏
が
長
い
の
と
同
じ
く
ら
い
、
モ
ス

ク
ワ
の
冬
は
長
い
。
一
年
の
半
分
は
冬
だ
と
言
っ
て
も
過

言
で
は
な
い
。
そ
し
て
冬
の
間
、
陽
光
が
射
す
こ
と
は
ほ

と
ん
ど
な
い
。
ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
が
不
足
し
て
骨
が
弱
く
な
る

の
を
防
ぐ
た
め
、
当
時
乳
児
だ
っ
た
子
ど
も
た
ち
の
ミ
ル

ク
に
は
サ
プ
リ
メ
ン
ト
を
足
す
よ
う
指
導
さ
れ
た
。
ご
近

所
の
日
本
人
学
校
の
生
徒
に
は
骨
折
す
る
子
が
後
を
絶
た

な
か
っ
た
。
毎
年
十
月
か
ら
四
月
頃
ま
で
、
外
出
時
に
は

ス
キ
ー
ウ
ェ
ア
を
子
ど
も
た
ち
に
着
せ
た
。
駐
在
が
始
ま

っ
て
初
め
て
の
冬
は
大
寒
波
で
マ
イ
ナ
ス
三
〇
℃
を
記
録

し
、
冷
蔵
庫
が
故
障
し
た
が
、
中
身
を
ベ
ラ
ン
ダ
に
出
し

て
お
け
ば
冷
凍
保
存
が
で
き
た
。

　
そ
ん
な
毎
日
だ
か
ら
、
外
界
に
は
絶
望
的
に
色
彩
が
足

り
な
い
。
だ
か
ら
こ
そ
ホ
リ
デ
ー
シ
ー
ズ
ン
の
モ
ス
ク
ワ

の
街
は
、
こ
れ
で
も
か
と
い
う
ほ
ど
色
と
り
ど
り
の
装
飾

や
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
に
溢
れ
、
人
々
は
暖
か
い
室
内
で

舞
台
芸
術
を
楽
し
ん
だ
。
ボ
リ
シ
ョ
イ
劇
場
を
は
じ
め
、

モ
ス
ク
ワ
市
内
の
数
々
の
劇
場
で
観
た
〝
く
る
み
割
り
人

形
〟
は
、
豪
華
絢
爛
そ
の
も
の
だ
っ
た
。

　
対
し
て
、
雪
を
目
に
す
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
叶
わ
ず
、

願
わ
ず
と
も
太
陽
が
顔
を
出
す
ヒ
ュ
ー
ス
ト
ン
で
観
る

〝
く
る
み
割
り
人
形
〟
に
は
、
物
語
と
現
実
世
界
と
の
整

合
性
と
い
う
点
で
、
物
足
り
な
さ
を
感
じ
る
の
で
は
と
一

抹
の
不
安
が
あ
っ
た
の
だ
が
、
実
際
の
舞
台
は
見
事
に
そ

れ
を
払
拭
し
て
く
れ
た
。

の
装
い
を
心
掛
け
て
い
た
が
、
ジ
ー
ン
ズ
に
バ
ッ
キ
ー
ズ
の

Ｔ
シ
ャ
ツ
、
な
ぜ
か
カ
ウ
ボ
ー
イ
ス
タ
イ
ル
と
い
う
方
も
見

ら
れ
た
。
ウ
エ
ス
タ
ン
ブ
ー
ツ
と
バ
ッ
キ
ー
ズ
は
、
ヒ
ュ
ー

ス
ト
ン
で
は
正
装
な
の
だ
ろ
う
。
ダ
ン
サ
ー
た
ち
は
、
温
か

な
雰
囲
気
の
中
、
二
日
間
の
公
演
を
踊
り
切
っ
た
。

　
ち
な
み
に
、
ヒ
ュ
ー
ス
ト
ン
バ
レ
エ
の
〝
く
る
み
割
り
人

形
〟
も
娘
と
観
に
行
っ
た
が
、
や
は
り
こ
ち
ら
も
ま
た
様
々

な
出
身
国
の
ダ
ン
サ
ー
で
構
成
さ
れ
て
い
た
。
群
舞
は
華
や

か
に
、
ソ
リ
ス
ト
は
テ
ク
ニ
ッ
ク
で
魅
せ
な
が
ら
も
、
物
語

の
進
行
に
関
わ
る
場
面
は
コ
ミ
カ
ル
な
演
技
が
多
く
、
ボ
リ

シ
ョ
イ
版
に
比
べ
て
子
ど
も
に
も
親
し
み
や
す
い
演
出
だ
と

感
じ
た
。
（
実
際
、
ヒ
ュ
ー
ス
ト
ン
バ
レ
エ
の
公
演
は
二
歳

以
上
で
あ
れ
ば
入
場
が
許
可
さ
れ
て
い
る
が
、
ボ
リ
シ
ョ
イ

劇
場
は
昼
公
演
は
五
歳
以
上
、
夜
公
演
は
十
歳
以
上
と
、
年

齢
制
限
が
厳
し
い
。
）

　
い
つ
か
本
帰
国
し
て
、
ま
た
〝
く
る
み
割
り
人
形
〟
を
観

る
機
会
が
あ
れ
ば
、
娘
が
思
い
出
す
の
は
き
っ
と
、
お
も
ち

ゃ
箱
を
ひ
っ
く
り
返
し
た
よ
う
な
多
様
性
に
溢
れ
た
ヒ
ュ
ー

ス
ト
ン
で
の
ク
リ
ス
マ
ス
だ
ろ
う
。
や
が
て
来
る
か
も
し
れ

な
い
そ
の
時
に
思
い
を
馳
せ
た
と
き
、
限
り
あ
る
こ
の
毎
日

を
、
無
事
に
、
そ
し
て
丁
寧
に
紡
い
で
い
こ
う
と
気
持
ち
を

新
た
に
す
る
の
で
あ
る
。

2023年12月　ヒューストンのWortham Theater
Center近く。陽光が眩しく目が開けられない。

2019年12月　
モスクワのマネージナヤ広場。
白色、灰色の空が毎日続く。



ﾜﾝ ! モアモアヒューストンヒューストン

V O L . 2 1

帰国に備える

家庭犬しつけインストラクター　川原 志津香

（
１
）
マ
イ
ク
ロ
チ
ッ
プ
の
埋
め
込
み

（
２
）
狂
犬
病
予
防
注
射
（
二
回
以
上
）

（
３
）
狂
犬
病
抗
体
検
査
（
血
液
検
査
）

（
４
）
百
八
十
日
間
の
輸
出
前
待
機

（
５
）
日
本
到
着
の
四
十
日
前
ま
で
の
事
前
届
出

（
６
）
出
国
前
十
日
以
内
に
獣
医
師
に
よ
る
輸
出
前
検
査

（
７
）
輸
出
国
の
証
明
書
の
取
得

（
８
）
日
本
到
着
後
の
空
港
の
動
物
検
疫
所
で
の
輸
入
検
査
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ガ
ル
フ
ス
ト
リ
ー
ム
の
読
者
の
方
々
の
中
に
は
、
い
ず
れ
愛
犬

と
一
緒
に
日
本
に
帰
国
す
る
予
定
の
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
思
い

ま
す
。
愛
犬
と
一
緒
に
日
本
に
引
っ
越
す
た
め
に
は
様
々
な
手
続

き
が
必
要
で
す
が
、
そ
の
中
で
も
準
備
に
時
間
が
か
か
る
「
狂
犬

病
抗
体
検
査
」
は
、
早
め
に
済
ま
せ
て
お
き
た
い
手
続
き
で
す
。

　
日
本
で
は
一
九
五
七
年
以

降
狂
犬
病
の
発
生
が
あ
り
ま

せ
ん
。
そ
の
た
め
、
外
国
か

ら
狂
犬
病
を
持
ち
込
ま
な
い

よ
う
に
、
ア
メ
リ
カ
を
含
む

狂
犬
病
発
生
地
域
か
ら
の
輸

入
に
つ
い
て
は
動
物
検
疫
の

手
続
き
が
厳
し
く
な
っ
て
い

ま
す
。 

　
犬
の
輸
入
手
続
き
は
、
簡
単
に
述
べ
る
と
、

と
い
う
流
れ
で
行
わ
れ
ま
す
。
手
続
き
は
面
倒
で
は
あ
り
ま
す

が
、
二
十
年
余
り
前
ま
で
は
、
外
国
か
ら
犬
を
連
れ
て
日
本
に

入
国
し
て
も
、
犬
だ
け
動
物
検
疫
所
に
留
ま
っ
て
検
査
を
受
け

な
け
れ
ば
い
け
な
か
っ
た
の
で
、
手
続
き
を
踏
め
ば
同
じ
飛
行

機
で
帰
国
し
て
、
同
日
に
一
緒
に
帰
宅
で
き
る
と
い
う
こ
と
は

飼
い
主
に
も
安
心
で
、
犬
に
も
負
担
が
少
な
く
な
り
ま
し
た
。

　
帰
国
す
る
時
期
が
明
確
に
分
か
っ
て
い
れ
ば
良
い
の
で
す
が
、

実
際
に
は
引
っ
越
し
ま
で
の
日
数
に
そ
れ
ほ
ど
余
裕
が
な
い
こ
と

が
多
く
、
ま
た
国
際
情
勢
の
動
向
に
よ
っ
て
は
急
な
国
外
退
去
を

す
る
可
能
性
も
否
定
で
き
ま
せ
ん
。
急
に
日
本
に
帰
国
す
る
こ
と

に
な
っ
た
際
に
最
も
困
る
の
は
、
上
記
の
手
続
き
の
う
ち
の
（

３
）
狂
犬
病
抗
体
検
査
（
血
液
検
査
）
、
（
４
）
百
八
十
日
間
の

輸
出
前
待
機
の
手
続
き
な
の
で
、
こ
の
部
分
だ
け
で
も
早
め
に
ク

リ
ア
し
て
お
き
た
い
も
の
で
す
。 

　
狂
犬
病
抗
体
検
査
と
い
う
の
は
、
実
際
に
犬
の
血
液
中
に
抗
体

が
で
き
て
い
る
か
ど
う
か
を
調
べ
る
検
査
で
す
。
検
査
の
た
め
に

は
、
獣
医
師
が
採
血
を
し
て
作
成
し
た
血
清
を
日
本
の
農
林
水
産

省
が
定
め
た
検
査
機
関
で
あ
る
カ
ン
ザ
ス
州
立
大
学
狂
犬
病
研
究

所
に
送
っ
て
、
抗
体
値
が
０
・
５
Ｉ
Ｕ
／
ｍ
ｌ
以
上
あ
る
か
ど
う

か
を
計
測
し
て
も
ら
い
ま
す
。
百
八
十
日
の
国
外
待
機
期
間
は
、

抗
体
検
査
を
行
う
た
め
の
採
血
日
か
ら
数
え
る
の
で
、
犬
と
一
緒

に
日
本
に
帰
国
す
る
た
め
に
は
最
低
六
ヶ
月
以
上
は
準
備
が
必
要

と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
輸
入
手
続
き
が
間
に
合
わ
ず
、
犬
を
預
け
て
家
族
が
先
に
帰
国

し
て
、
国
外
待
機
期
間
経
過
後
に
犬
を
迎
え
に
来
る
こ
と
に
な
っ

た
方
の
話
も
聞
い
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
他
人
事
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
我
が
家
で
も
、
ア
ク
ア
を
迎
え
た
翌
年
に
、
ま
だ
帰

国
の
時
期
は
分
か
ら
な
い
も
の
の
、
来
る
日
に
向
け
て
狂
犬
病
の

抗
体
検
査
を
済
ま
せ
て
お
く
こ
と
に
し
ま
し
た
。 

　
ア
ク
ア
は
生
後
四
ヶ
月
の
と
き
に
マ
イ
ク
ロ
チ
ッ
プ
は
装
着
済

み
で
、
こ
の
後
二
回
以
上
狂
犬
病
の
予
防
注
射
も
済
ま
せ
て
い
ま

し
た
。
か
か
り
つ
け
の
動
物
病
院
に
聞
い
て
み
た
と
こ
ろ
、
何
度

か
狂
犬
病
抗
体
検
査
の
た
め
に
採
血
を
し
て
血
清
を
作
り
書
類
作

成
を
し
た
こ
と
が
あ
る
と
い
う
話
だ
っ
た
の
で
、
安
心
し
て
手
続

き
を
お
願
い
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
動
物
病
院
の
中
に
は
、
経

験
が
な
い
の
で
他
の
動
物
病
院
に
相
談
し
て
ほ
し
い
と
言
わ
れ
る

ケ
ー
ス
も
あ
る
よ
う
で
、
時
間
に
余
裕
を
持
っ
て
相
談
す
る
こ
と

を
お
勧
め
し
ま
す
。
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昨
年
の
夏
、
ア
ク
ア
を
連
れ
て
動
物
病
院
を
訪
れ
て
採
血
を

し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
待
合
室
で
待
っ
て
い
る
間
に
そ
れ
を
血

清
に
し
て
も
ら
い
、
保
冷
剤
を
入
れ
た
小
包
と
書
類
を
受
け
取

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
れ
を
Ｆ
Ｅ
Ｄ
Ｅ
Ｘ
（
フ
ェ
デ
ッ
ク

ス
）
の
オ
フ
ィ
ス
か
ら
翌
日
に
届
く
よ
う
に
配
送
手
配
し
て
待

つ
こ
と
三
週
間
。
無
事
に
基
準
値
を
満
た
し
た
検
査
結
果
が
届

き
ま
し
た
。
こ
の
検
査
結
果
の
有
効
期
間
は
二
年
間
な
の
で
、

二
年
以
内
に
帰
国
し
な
い
場
合
は
、
再
度
抗
体
検
査
を
行
う
必

要
が
あ
る
の
で
す
が
、
そ
れ
で
も
急
に
帰
国
が
決
ま
っ
て
も
犬

を
置
き
去
り
に
す
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
備
え
て
お
く
価
値
は

あ
る
と
思
い
ま
す
。

　
な
お
、
日
本
か
ら
犬
と
一
緒
に
渡
米
し
て
ま
た
帰
国
す
る
予

定
の
方
は
、
日
本
で
あ
ら
か
じ
め
抗
体
検
査
を
行
っ
て
来
る
こ

と
も
可
能
で
す
。
神
奈
川
県
に
あ
る
一
般
財
団
法
人
生
物
化
学

安
全
研
究
所
が
発
行
し
た
抗
体
検
査
結
果
を
持
っ
て
渡
米
し
、

有
効
期
間
内
に
帰
国
す
る
場
合
に
は
、
国
外
待
機
期
間
は
不
要

で
す
。
ヒ
ュ
ー
ス
ト
ン
で
の
滞
在
が
二
年
以
内
の
場
合
に
は
事

前
に
済
ま
せ
て
く
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

ワン！モア ヒューストン　vol.21 帰国に備える　家庭犬しつけインストラクター　川原 志津香

日本の農林水産省の動物検疫所のホームページに詳しく説明があります。

ヒューストン
日本商工会

日本へ犬を輸入する手続きについては

備えあれば憂いなし。いずれ日本に帰る予定のある方は、早めに手続きの流れを確認して、かかりつけの動物病院で手続きを

してもらえるかどうかを事前に確認してみてください。

https://www.maff.go.jp/aqs/animal/dog/import-other.html
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体 栄養に いやさし
アメリカでできる健康的な食生活

川口亜巳・米国登録管理栄養士(RD)
Memorial Hermann病院にて臨床栄養士として勤務しています。

循環器科、整形外傷外科、神経科など急性期病棟での経験を活かし、現在は内科を中心に、慢性疾患や

生活習慣病の患者への長期的な栄養サポートを行っています。臨床の現場に加え、子どもたちへの食育活動

や在米邦人を対象とした健康セミナーなど、地域に根ざした「食と健康」の活動にも力を注いでいます。

ア
メ
リ
カ
育
児
で
も
安
心
。

離
乳
食
と
授
乳
の
進
め
方

三
．
鉄
分
を
意
識
す
る

　
海
外
で
の
育
児
は
、
使
え
る
食
材
や
製
品
が
日
本

と
異
な
る
た
め
、
離
乳
食
の
始
め
方
に
戸
惑
う
方
も

多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
〝
ど
ん
な
食
材
か

ら
始
め
る
べ
き
〟
〝
母
乳
は
い
つ
ま
で
必
要
〟—

—
ア
メ
リ
カ
で
の
離
乳
食
を
安
全
に
・
無
理
な
く
始
め

る
た
め
の
ポ
イ
ン
ト
を
、
栄
養
士
の
立
場
か
ら
ま
と

め
ま
し
た
。

　
生
後
六
か
月
頃
か
ら
は
、
母
体
か
ら
も
ら
っ
た
鉄
分

が
減
少
し
て
く
る
た
め
、
鉄
分
の
補
給
が
必
要
に
な
り

ま
す
。
ア
メ
リ
カ
で
は
以
下
の
よ
う
な
鉄
分
を
含
む
食

品
が
手
に
入
り
や
す
く
、
離
乳
食
に
も
取
り
入
れ
や
す

い
で
す
。

● iron-fortified

（
鉄
分
強
化
）
ベ
ビ
ー
用
シ
リ
ア
ル

● 

鶏
肉
（
ピ
ュ
ー
レ
状
に
す
る
）
、
豆
類

● 

ほ
う
れ
ん
草
、
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
な
ど
の
緑
の
野
菜

　
鉄
分
は
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
と
一
緒
に
摂
る
こ
と
で
吸
収
率

が
高
ま
る
た
め
、
オ
レ
ン
ジ
や
イ
チ
ゴ
、
ト
マ
ト
な
ど

の
果
物
や
野
菜
と
組
み
合
わ
せ
る
の
も
お
す
す
め
で

す
。

一
．
離
乳
食
は
身
近
な
野
菜
や
果
物
か
ら
ス
タ
ー
ト

　
ま
ず
は
、
手
に
入
り
や
す
く
新
鮮
な
食
材
か
ら
始

め
ま
し
ょ
う
。
初
期
の
離
乳
食
に
は
以
下
の
よ
う
な

食
材
が
お
す
す
め
で
す
。

● 

果
物
﹕
バ
ナ
ナ
、
ア
ボ
カ
ド
、
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
、

マ
ン
ゴ
ー

● 

野
菜
﹕
ビ
ー
ツ
、
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
、
カ
ブ
、
ア
ス

パ
ラ
ガ
ス
、
ほ
う
れ
ん
草

　
果
物
は
甘
く
食
べ
や
す
い
で
す
が
、
甘
み
の
強
い

も
の
ば
か
り
与
え
る
と
、
甘
味
を
好
む
傾
向
が
強
く

な
り
ま
す
。
で
き
る
だ
け
野
菜
を
中
心
に
、
甘
み
・

苦
み
・
う
ま
味
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
味
を
経
験
さ
せ

ま
し
ょ
う
。

二
．
新
し
い
食
材
は
一
種
類
ず
つ
試
す

　
食
材
を
一
度
に
た
く
さ
ん
混
ぜ
る
よ
り
も
、
一
種

類
ず
つ
試
す
の
が
鉄
則
で
す
。
万
が
一
ア
レ
ル
ギ
ー

反
応
が
出
た
場
合
も
、
原
因
を
特
定
し
や
す
く
な
り

ま
す
。
初
め
て
の
食
材
は
少
量
か
ら
ス
タ
ー
ト
し

（
小
さ
じ
一
〜
二
程
度
）
、
同
じ
食
材
を
数
回
試
し

て
、
慣
れ
る
ま
で
ゆ
っ
く
り
進
め
る
よ
う
に
し
ま
し

ょ
う
。
赤
ち
ゃ
ん
は
新
し
い
味
に
す
ぐ
慣
れ
な
い
こ

と
も
あ
り
ま
す
が
、
数
回
繰
り
返
す
う
ち
に
受
け
入

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

四
．
母
乳
は
で
き
る
限
り
継
続
す
る

　
母
乳
に
は
、
離
乳
食
や
ミ
ル
ク
で
は
補
え
な
い
免

疫
成
分
（
抗
体
）
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
赤

ち
ゃ
ん
を
病
気
か
ら
守
り
、
免
疫
の
発
達
を
助
け
て

く
れ
ま
す
。
離
乳
食
を
始
め
て
も
、
母
乳
を
続
け
ら

れ
る
場
合
は
、
一
歳
頃
ま
で
は
継
続
が
推
奨
さ
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
お
母
さ
ん
が
摂
る
食
材
は
母
乳
を

通
し
て
赤
ち
ゃ
ん
に
も
届
き
ま
す
。
お
母
さ
ん
自
身

も
い
ろ
い
ろ
な
食
材
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
摂
る
こ
と

で
、
赤
ち
ゃ
ん
の
味
覚
の
幅
を
広
げ
る
こ
と
に
つ
な

が
り
ま
す
。

五
．
市
販
の
離
乳
食

　
ア
メ
リ
カ
で
は
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
や
無
添
加
の
離
乳

食
も
多
く
販
売
さ
れ
て
い
ま
す
。
瓶
詰
め
や
パ
ウ
チ

タ
イ
プ
の
も
の
は
、
外
出
時
や
忙
し
い
日
に
も
便
利

で
す
。
手
作
り
と
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で
、
育
児
の

負
担
を
減
ら
し
な
が
ら
栄
養
バ
ラ
ン
ス
を
と
る
こ
と

も
可
能
で
す
。

六
．
海
外
育
児
な
ら
で
は
の
工
夫

● 

食
材
選
び
﹕
ス
ー
パ
ー
や
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
マ
ー
ケ

ッ
ト
で
旬
の
食
材
を
中
心
に

● 

調
理
法
﹕
蒸
す
・
煮
る
・
つ
ぶ
す
な
ど
、
消
化
し

や
す
い
形
に

● 

塩
分
・
砂
糖
﹕
加
え
ず
、
食
材
そ
の
も
の
の
味
を

生
か
す

● 

保
存
﹕
手
作
り
は
冷
蔵
一
〜
二
日
、
冷
凍
一
か
月

を
目
安
に
消
費
す
る

● 

初
期
用
グ
ッ
ズ
﹕
ブ
レ
ン
ダ
ー
や
製
氷
皿
を
活
用

す
る
と
便
利

　
離
乳
食
の
基
本
は
、

● 

野
菜
を
中
心
に
、
一
種
類
ず
つ
試
す
こ
と

● 

鉄
分
を
意
識
し
て
補
う
こ
と

● 

母
乳
や
ミ
ル
ク
を
継
続
す
る
こ
と

● 

市
販
品
も
無
理
な
く
取
り
入
れ
な
が
ら
、
楽
し
く

進
め
る
こ
と

　
焦
ら
ず
、
赤
ち
ゃ
ん
の
ペ
ー
ス
を
大
切
に
進
め
て

い
き
ま
し
ょ
う
。

ま
と
め

　
選
ぶ
時
の
ポ
イ
ン
ト
﹕

● 

原
材
料
が
シ
ン
プ
ル
な
も
の
（
例
﹕
野
菜
ピ
ュ
ー

レ
の
み
、
※
イ
メ
ー
ジ
画
像
参
照
）

● 

無
添
加
・
無
糖
・
無
塩
の
表
示
が
あ
る
か
確
認

● 

月
齢
に
合
っ
た
テ
ク
ス
チ
ャ
ー
や
量
を
チ
ェ
ッ
ク
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免責事項
掲載情報の正確性・安全性は保証しません。内容は更新等により
変更・陳腐化する場合があります。掲載内容およびリンク先の利
用に伴う損害について、当会は一切責任を負いません。リンク先
は各運営者の責任であり、利用は自己責任でお願いします。
著作権等
本ニュースレターおよび記事の知的財産権は、ヒューストン日本
商工会（JBAH）または各執筆者に帰属します。権利者の書面許
諾 な く 複 製 ・ 配 布 ・ 送 信 等 を 禁 じ ま す 。 許 諾 は  JBAH
info@jbahouston.org ま で ご 連 絡 く だ さ い 。 © 2025 Japan
Business Association of Houston. All rights reserved.

※内容は記事執筆時点の情報に基づいています。変更にな
る場合もありますので、お出かけ前に各自で最新の情報を
主催者サイト等でご確認ください。

(ファーガソンステガー 佐野仁美)

ガルフストリームは毎月１５日発行です。
編集委員および投稿募集中！ 

問い合わせ先： sansuikai@jbahouston.org 
ガルフストリームは、ホームページでも閲覧可能です。

 https://www.jbahoustongulfstream.com/ 
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編集後記 

■開催中-Feb. 22

Radiant Nature@ Botanic Garden

ヒューストンボタニックガーデンでは中国ランタンフェスティバ

ルが開催されています。植物をかたどったランタンや、2月の春節

（旧正月）にむけてお寺や龍のランタン、そしてライトアップさ

れたブランコなどで遊べるインスタレーションもありますよ。

■開催中 - May. 17

Frida: The Making of an Icon@ MFAH

メキシコの鮮やかな色彩とインパクトの強い眉毛で知られるアー

ティスト、フリーダ・カーロ。20世紀のモダニズムに貢献した作

家として、またポップカルチャーのアイコンとしてのちに世界的

に知られるようになった彼女の人生を、30の作品と共に紹介する

展示会が開かれています。

■Jan. 28 - Feb. 1

Houston Autoboative Show@ NRG Center

年初め恒例オート&ボートショー。各社の最新車種が揃い、フォー

ド、フォルクスワーゲン、スバルなど各社の最新モデルの試乗会

も開催されます。初心者から上級者向けまで幅広く、ヨットや水

上スキー、カヤックなどの展示が行われるボートショーもお見逃

しなく。

■Feb. 6 - 17
Mardi Gras@ Galveston
マルディグラは仏語で「肥沃な火曜日」を意味するカトリックに
起源するお祭りで、フランス支配下にあったニューオーリンズに
伝わり、ガルベストンでも期間を通して様々なパレードが行われ
ます。印象的な紫、黄、緑色のアイシングをまぶした甘いデニッ
シュパン、キングケーキに入っている小さな赤ちゃんのマスコッ
トは幸運と繁栄を意味するそうです。

■Feb. 8
Super Bowl LX@ Santa Clara
第60回スーパーボウルはカリフォルニア州サンフランシスコ49ers
のホームスタジアム、サンタクララにあるLevi’s Stadiumにて開催
されます。ハーフタイムショーは議論を呼んだプエルトリコ出身
ラテン・ラップの王者バッド・バニーが出演。試合の模様は午後6
時半からNBCネットワークとPeacockでで生中継・配信されます。

■Feb 13 - 15
ANIMEVERS FEST@ NRG Center
アニメの祭典アニメバースでは、昨年の大ヒットK-POPデーモン
ハンターズや日本の名作ドラゴンボールやワンピースなどのアメ
リカ版声優スターに会えます！サイン会やコンテスト、さまざま
なショーが行われる予定です。

■Feb. 14
2026 the Year of the Horse Lunar New Year Festival @Chinese
Community Center
アメリカではすっかりお馴染みになりつつあるLunar New Year（旧
正月）。今年はうま年を祝って、中華コミュニティセンターでは
獅子舞など伝統舞踊や楽器の生演奏、文化体験やクラフトアクテ
ィビティが楽しめるイベントが開催されます。

　新しい年を迎え、皆様いかがお過ごしでしょうか。ヒューストンでは、街にクリスマスの余韻を残しながら、年の境目も比較的穏やかに過ぎ

ていくように感じられます。

　アメリカで新年を迎える中で感じるのは、日本ほど「年の締めくくり」や「改まった始まり」を強く意識する文化は、こちらでは控えめに感

じられるということです。だからこそ、自分自身の中で節目をどう捉えるかが、より意識的に問われるようにも感じられます。

　そう考えると、一年の最初の月に「振り返り」と「前進」の両方の意味を持たせた名前が付けられていることは、とても象徴的に思えてきま

す。

「January（1月）」という名称は、古代ローマ神話に登場するヤヌス（Janus）に由来しています。ヤヌスは、過去と未来の両方を見つめる二

つの顔を持つ神とされ、物事の始まりや転換点を象徴する存在です。年の最初の月がJanuaryと名付けられたのは、過ぎ去った時間を振り返り

ながら、これから訪れる未来へと歩みを進める節目にふさわしいと考えられたためだと言われています。

　改まった儀式や形式が少ないからこそ、Januaryは静かに過去と未来を見つめ直す月なのかもしれません。

　私事ですが、昨年11月より本誌の編集に携わることになり、改めてこの一年を振り返りました。ヤヌスのように過去を振り返りつつ、新しい

役割への歩みを進める気持ちを新たにしております。

　新しい年の始まりが、皆様にとって実りある一年への穏やかな出発点となることを願っております。　　　　　　　（編集委員　藤原 亜矢）

https://hbg.org/series/radiant-nature/
https://www.mfah.org/art/exhibitions/frida-the-making-of-an-icon
https://www.mfah.org/art/exhibitions/frida-the-making-of-an-icon
https://www.nrgpark.com/event/houston-autoboat-show/
https://www.nrgpark.com/event/houston-autoboat-show/
https://www.mardigrasgalveston.com/
https://www.mardigrasgalveston.com/
https://www.nfl.com/news/official-lineup-of-super-bowl-lx-events-and-venues-revealed
https://www.nfl.com/news/official-lineup-of-super-bowl-lx-events-and-venues-revealed
https://animeversefest.com/houston-home/
https://animeversefest.com/houston-home/
https://ccchouston.org/2026lunarnewyear/
https://ccchouston.org/2026lunarnewyear/
https://ccchouston.org/2026lunarnewyear/

